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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営

複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

|
|
佐
賀
平
野
で
の
農
用
地

利
用
増
進
事
業
の
一
断
面
|
|

相香

良敏

彦孝

川月

一
は
じ
め
に

ニ
進
む
複
合
化
経
常

付
農
用
機
械
装
備
の
変
化

口
農
家
労
働
力
構
成
の
変
化
と
経
営
複
合
化

白
経
営
複
合
作
目

三
農
地
流
動
化
の
展
開

H

農
地
貸
借
・
作
業
受
委
託
の
状
況
と
展
開

同
農
地
売
買
の
動
向

白
佐
賀
県
に
お
け
る
農
地
貸
借
と
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
展
開

四

結

び

は
じ
め
に

佐
賀
平
野
の
西
端
の
牛
津
町
に
あ
る
一
集
落
、
練
ケ
里
(
ね
り
が
り
)

に
、
総
研
九
州
支
所
が
戸
別
調
査
に
は
い
っ
た
の
が
昭
和
五

O
年
一
一
一
月

の
事
で
あ
る
。
以
降
、
こ
の
実
態
調
査
報
告
を
基
礎
に
、
こ
の
集
落
の
諸

(

1

)

 

相
は
多
様
に
報
告
が
な
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
佐
賀
平
坦
米
作
地
帯
の
農
家
、

農
村
の
変
化
の
過
程
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

本
年
(
昭
和
五
八
年
)
一
一
月
、
再
び
練
ケ
里
を
訪
れ
た
わ
れ
わ
れ
は
、

小
規
模
な
追
跡
調
査
を
行
な
い
、
そ
こ
で
確
認
し
た
五

O
年
以
降
の
主
要

な
農
業
展
開
に
つ
き
、
次
の
二
点
に
し
ぼ
っ
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
点
目
は
、
五

O
年
調
査
時
点
で
す
で
に
、
そ
の
萌
芽
の
見
え
て
い
た
本

格
的
な
水
田
複
合
作
経
営
の
そ
の
後
の
進
展
の
問
題
で
あ
り
、
一
一
点
目
は
、

こ
の
間
開
始
さ
れ
た
農
用
地
利
用
増
進
事
業
下
に
お
け
る
農
地
の
流
動
化

の
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
問
題
も
、
佐
賀
県
全
体
の
動
き
の
中
で
こ
れ

を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
配
慮
を
加
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
報
告
の
と

り
ま
と
め
は
、
一
、
一
一
み
ど
香
月
、
一
二
、
四
を
相
川
が
分
担
し
た
。

注
(

1

)

当
集
落
に
つ
ぎ
以
下
の
報
告
が
あ
る
。
北
薗
正
仲
、
神
谷
一

夫
『
佐
賀
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
の
諸
問
題
』
(
農
業
総
合

研
究
所
九
州
支
所
研
究
資
料
胤
一
一
一
一
一
、
昭
和
五
一
年
二
月
)
、

神
谷
、
相
川
、
北
園
「
む
ら
の
社
会
と
農
業
|
|
佐
賀
県
農
業

実
態
調
査
報
告
|
1
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
三

O
巻
第
四
号
、

昭
和
五
一
年
一
一
月
)
、
香
月
、
相
川
『
村
と
農
家
の
あ
ゆ
み
』

(
農
業
総
合
研
究
所
九
州
支
所
研
究
資
料
ぬ
三
五
、
昭
和
五
四

年
三
月
)
、
相
川
「
農
家
相
続
の
地
域
性
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』

第
三
三
巻
第
二
号
、
昭
和
五
四
年
四
月
)
。
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和
五

O
年
以
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る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
七
四

進
む
複
合
化
経
営

昭
和
五

O
年
調
査
当
時
の
練
ケ
毘
は
、
農
家
戸
数
五

O
戸
、
こ
の
う
ち

調
査
は
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
耕
地
面
積
を
有
す
る
四
二
戸
を
主
な
対
象
と

し
て
い
る
が
、
全
五

O
戸
の
ご
戸
当
た
り
経
営
耕
地
面
積
は
、
当
時
一
五

九
ア
ー
ル
(
セ
ン
サ
ス
数
値
)
で
、
こ
れ
は
、
佐
賀
平
坦
部
で
も
最
も
大

き
い
部
類
に
属
し
、
こ
の
う
ち
水
田
は
一
五
三
一
ア
ー
ル
と
い
う
水
田
作
主

体
の
集
落
で
あ
っ
た
。

五
O
年
調
査
で
ま
と
め
た
、
練
ケ
里
に
お
け
る
農
家
の
就
業
構
造
の
内

容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
米
麦
作
を
従
来
よ
り
経
営
の
主
幹
と
し
て

き
た
練
ケ
里
は
、
農
家
一
戸
当
た
り
の
農
業
専
従
者
(
年
間
一
五

O
日
以

上
就
農
す
る
者
)
の
数
が
、
昭
和
四

O
年
以
降
の
一

0
年
間
に
二
人
か
ら

一
人
に
減
少
し
て
い
る
。
農
業
専
従
者
の
こ
の
よ
う
な
減
少
を
支
え
て
い

る
の
は
、
基
盤
整
備
(
昭
和
四
八
、
四
九
年
)
や
、
機
械
化
に
よ
る
米
麦

作
労
働
時
間
の
軽
減
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
と
平
行
し
て
、
一
方

で
、
耕
作
面
積
が
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
る
よ
う
な
農
家
で
も
、
し
だ
い

に
米
麦
作
だ
け
で
は
生
活
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
た
め
こ
れ

ら
の
農
家
は
、
専
従
者
な
し
で
稲
作
を
維
持
し
な
が
ら
兼
業
収
入
の
機
会

を
求
め
る
か
、
そ
れ
と
も
専
従
者
を
減
ら
さ
な
い
で
、
集
約
作
目
を
導
入

し
な
が
ら
農
業
収
入
の
増
大
を
は
か
る
か
の
、
二
つ
に
一
つ
の
選
択
を
迫

(
2〉

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

五
八
年
調
査
に
よ
れ
ば
、
機
械
化
は
さ
ら
に
進
展
し
、
先
の
選
択
の
道

に
沿
っ
て
一
方
で
兼
業
を
深
化
さ
せ
る
農
家
が
あ
り
、
他
方
で
農
業
で
生

計
を
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
農
家
の
問
で
、
米
麦
作
と
の
複
合
部
門
(
園

芸
部
門
が
主
体
)
が
急
速
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
経
過
が
あ
っ
た
。

以
下
、
本
章
で
は
農
家
の
経
営
形
態
の
変
化
を
み
る
た
め
に
、
ま
ず
農

用
機
械
装
備
の
変
化
を
捉
え
、
次
に
そ
の
下
で
の
農
家
労
働
力
構
成
の
変

化
と
経
営
複
合
化
の
対
応
を
み
、
そ
し
て
最
後
に
複
合
部
門
と
し
て
導
入

さ
れ
た
作
自
の
経
営
的
意
義
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

付
腹
用
機
械
装
備
の
変
化

練
ケ
里
で
は
、
ク
リ
ー
ク
農
業
に
特
有
な
揚
水
労
働
の
省
力
化
の
た
め
、

昭
和
九
年
、
石
油
発
動
の
揚
水
機
が
導
入
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
は
、

こ
れ
も
石
油
発
動
の
脱
穀
機
が
導
入
さ
れ
て
、
戦
前
に
お
け
る
技
術
画
期

を
成
し
て
い
る
。

戦
後
に
お
け
る
農
用
機
械
の
普
及
は
、
昭
和
二
八
年
の
耕
転
機
の
導
入

に
始
ま
る
。
耕
転
機
は
三

0
年
代
の
後
半
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
保

有
し
て
い
る
。
四

O
年
当
時
の
水
稲
作
用
機
械
に
は
こ
れ
に
平
型
乾
燥
機

が
加
わ
る
。
こ
れ
が
四
五
年
に
な
る
と
、
耕
転
機
(
集
落
で
四

O
台
、
個

人
所
有
十
数
戸
共
有
|
|
農
林
省
・
セ
ン
サ
ス
「
農
業
集
落
カ
l
ド
」
に

よ
る
。
以
下
同
様
)
の
ほ
か
に
、
動
力
散
粉
機
(
三
七
台
)
、
動
力
刈
取

機
(
一
九
台
)
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
(
一
台
)
、
米
麦
用
乾
燥
機
(
四

O



台
)
、
農
用
ト
ラ
ッ
ク
・
オ
ー
ト
三
輪
車
ハ
一

O
台
)
と
田
植
え
作
業
を

除
く
水
稲
作
業
用
機
械
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
そ
れ
に
組
織
有
の
動
力

噴
霧
機
が
四
台
で
あ
る
。

昭
和
五

O
年
の
調
査
時
点
で
は
、
田
植
機
も
普
及
を
み
て
お
り
、
水
稲

作
機
械
化
一
貫
体
系
が
一
応
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
当
時
の
調
査
農
家
の

農
用
機
械
の
装
備
状
況
を
、
調
査
報
告
『
佐
賀
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新

の
諸
問
題
』
(
前
掲
、
九
州
支
所
研
究
資
料
胤
三
二
、
北
国
稿
、
四
コ

τ

四
七
頁
)
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「
全
体
と
し
て
個
人
有
が
主

な
か
た
ち
で
、
主
要
な
農
業
機
械
と
し
て
、
動
力
耕
転
機
、
問
植
機
、
動

力
刈
取
機
、
動
力
散
粉
機
、
乾
燥
機
、
農
用
車
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
農
用

車
と
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
数
年
経
営
耕
地
の
す
べ
て
を
委
託
し
て
い
る

一
農
家
を
除
い
て
、
う
え
の
機
械
類
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
普
及
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
動
力
耕
転
機
と
動
力
散
粉
機
は
調
査
洩
れ
の
一
戸
を
除
き
、

四
O
戸
中
三
九
戸
が
所
有
。
間
植
機
、
動
カ
刈
取
機
、
乾
燥
機
は
四
一
戸

中
三
七
戸
が
所
有
。
農
用
車
だ
け
は
四
二
戸
中
の
二
八
戸
(
六
八
%
〉
と

い
く
ら
か
そ
の
普
及
率
は
低
か
っ
た
。
」
と
。

ま
た
、
同
じ
く
こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
調
査
時
点
(
五

O
年
一
一
一
月
)

に
農
家
の
所
有
し
て
い
た
機
械
の
平
均
導
入
年
次
に
つ
い
て
は
、
動
力
耕

転
機
が
四
二
年
ご
ろ
(
三
六
例
平
均
、
調
査
時
点
で
は
一
一
、
三
台
目
の
更

新
済
農
家
も
多
か
っ
た
)
、
田
植
機
四
七
年
ご
ろ
(
一
ニ
七
例
マ
バ
イ
ン
ダ

ー
四
六
年
ご
ろ
(
三
七
例
)
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
四
九
年
ご
ろ
〈
一
八

例
)
、
動
力
散
粉
機
四
五
年
ご
ろ
さ
一
八
例
)
、
平
型
乾
燥
機
四
一
年
ご
ろ

(
ニ
二
例
)
、
た
て
型
乾
燥
機
四
六
年
ご
ろ
(
七
例
)
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
耕
転
機
、
平
型
乾
燥
機
を
除
く
農
用
機
械
が
四

0
年
代
の
後
半

に
集
中
し
て
普
及
を
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

四
八
年
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
付
帯
し
た
事
業
と
し
て

農
協
組
織
有
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
っ
一
八
馬
力
)
四
台
が
、
集
落
の
班
毎

に
貸
し
出
さ
れ
、
共
同
利
用
さ
れ
て
い
た
。

さ
で
、
五

O
年
調
査
と
今
回
の
五
八
年
追
跡
調
査
で
の
農
家
別
の
主
要

な
農
用
機
械
所
有

H

状
況
を
付
表
と
し
て
本
稿
の
末
尾
に
示
し
て
お
い
た
。

両
年
次
問
の
主
な
変
化
を
述
べ
て
み
よ
う
。

耕
転
作
業
機
は
、
五

O
年
の
歩
行
型
自
動
耕
転
機
か
ら
五
八
年
は
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
へ
と
主
体
が
移
行
(
自
動
耕
転
機
も
合
わ
せ
て
所
有
す
る
が
)

し
て
い
る
。
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
五
八
年
時
点
で
、
三
五
戸
が
二
八
・

七
台
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
馬
力
は
一
八
馬
力
の
一
台
を
除
く
す
べ
て

が
二
O
馬
カ
以
上
で
あ
る
。
五

O
年
調
査
の
自
動
耕
転
機
は
一

O
馬
力
前

後
で
あ
っ
た
か
ら
二
倍
以
上
の
馬
力
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

セ
ン
+
ス
「
農
業
集
落
カ
l
ド
」
に
よ
れ
ば
、
五
五
年
、
二

O
馬
力
以
上

の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
九
台
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及

は
五
五
年
以
降
-
一
、
三
年
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

田
植
機
は
、
多
く
が
こ
の
間
に
更
新
さ
れ
、
五

O
年
に
七
戸
(
六
戸
が

二
分
の
一
共
有
、
一
戸
が
三
分
の
一
共
有
)
が
共
有
だ
っ
た
も
の
が
、
す
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五

O
年
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複
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と
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一
七
五
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
七
六

ベ
て
個
人
有
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
更
新
に
際
し
で
は
二
条
植
よ
り
四
条

植
に
多
く
が
大
型
化
さ
れ
て
い
る
。
五

O
年
四
条
植
は
わ
ず
か
一
台
だ
っ

た
の
に
対
し
、
五
八
年
で
は
、
こ
れ
が
一
一
一
台
と
な
っ
て
い
る
。

動
力
刈
取
機
で
も
、
バ
イ
ン
ダ
ー
は
ほ
ぼ
個
人
有
に
移
行
し
、
コ
ン
バ

イ
ン
の
保
有
も
、
五

O
年
の
一
八
戸
、
一
一
一
了
五
台
か
ら
、
五
八
年
の
三

四
戸
、
三

0
・
七
台
へ
と
拡
大
し
て
お
り
、
保
有
農
家
率
(
調
査
対
象
農

家
四
=
戸
に
対
し
て
)
は
、
五

O
年
の
七
五
叫
円
か
ら
五
八
年
の
九

O
%ま

で
上
昇
し
て
い
る
。
刈
取
機
も
、
所
有
が
個
別
化
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
普

及
に
伴
う
大
型
化
、
な
ら
び
に
両
機
種
の
併
用
化
(
五

O
年
の
九
戸
に
対

し
、
五
八
年
は
三
四
戸
)
が
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
「
集
落
カ
l
ド
」
に

よ
れ
ば
、
五
五
年
コ
ン
バ
イ
ン
普
及
台
数
は
集
落
全
戸
で
三
二
台
と
な
っ

て
お
り
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
は
ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
早
く
、
玉

0
年
代
の

前
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、
五
八
年
時
点
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
い

な
い
農
家
を
除
い
て
、
水
田
耕
作
面
積
が
一
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
層
で
は
、

二
O
馬
力
ト
ラ
ク
タ
ー
、
四
条
植
田
植
機
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
(
二
条

刈
が
主
体
)
が
、
二
応
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
か
ら
、
表
に
示
さ
な
か
っ
た
乾
燥
機
、
調
製
用
機
械
に
つ
い
て
は
、

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
が
主
流
と
な
っ
た
た
め
、
個
別
で
は
、

平
型
乾
燥
機
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
タ
テ
裂
に
つ
い
て

は
五

O
年
と
ほ
ぼ
同
じ
農
家
が
所
有
し
、
同
時
に
も
み
す
り
機
も
所
有
し

て
、
カ
ン
ト
リ
ー
と
の
併
用
品
乞
行
な
っ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
集
落
に
お
け
る
昭
和
四

0
年
代
後
半
以
降
の
水
稲
作

を
中
心
と
し
た
農
用
機
械
の
各
仙
速
な
普
及
の
過
程
を
み
て
き
た
が
、
田
植

機
と
バ
イ
ン
ダ
ー
が
出
現
し
、
共
有
を
ふ
く
め
て
こ
れ
ら
が
大
半
の
農
家

の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
五

O
年
ま
で
の
機
械
化
と
、
耕
転
か
ら
刈

取
・
脱
穀
に
至
る
主
要
な
機
械
が
、
個
人
有
化
し
大
型
化
さ
れ
て
い
る
五

O
年
以
降
の
機
械
化
と
で
は
、
そ
の
意
味
あ
い
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
五
年
ま
で
は
、
集
落
全
体
で
延
べ
一

0
0
0名
を
越
え
る
臨
時

(

3

)

 

雇
が
田
植
え
、
稲
刈
り
作
業
の
た
め
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長

期
に
な
り
、
一
般
農
外
労
貨
の
上
昇
は
、
特
に
田
植
濯
の
場
合
、
そ
の
供

給
源
と
さ
れ
て
い
た
県
下
山
間
地
帯
で
の
農
外
就
業
の
傾
向
を
強
化
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
臨
時
雇
の
供
給
減
少
は
、
雇
用
者
側
で
は

農
外
臨
時
雇
よ
り
高
い
農
業
臨
時
雇
用
労
賃
と
な
っ
て
結
果
し
て
い
た
。

稲
刈
り
を
含
め
た
雇
用
労
晶
貝
の
支
払
い
は
当
時
の
農
家
に
少
な
か
ら
ざ

る
負
担
を
し
い
て
い
た
だ
ろ
λ
ノ
。
と
の
時
点
で
の
田
植
機
な
ら
び
に
バ
イ

ン
ダ
ー
の
出
現
は
、
ま
ず
こ
・
つ
し
て
雇
用
労
働
と
代
替
す
る
こ
と
で
普
及

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
加
え
て
こ
れ
に
前
後
し
て
普
及
、
改
良
の
進
ん
だ

防
除
機
、
乾
燥
機
、
さ
ら
に
は
共
用
乾
燥
施
設
に
よ
る
作
業
の
外
部
化
に

よ
っ
て
、
農
家
自
身
の
労
働
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
五

O
年
に
は
、

農
業
従
事
者
に
占
め
る
農
業
+
専
従
者
の
比
率
は
大
き
く
減
少
す
る
事
に
な

る
(
後
掲
第
3
表
参
照
)
。



(単位ーアール〉

収 穫 面 積 |推定水田裏

I ~ m I ØilJ:f4í'F~1 t O)ft!!作率麦類|飼料作物|その他(%)

220 I 7，79コ 4，3日 2コI1，600 

却:)I 7，ヲ20] 2，853] 1，510] 340 

162] 4，811] 2，668] 164] 57 

(117); (7，3日)1(3，113)' (105)1 (45)[ 

13りい75I 6， 015 I 46 I 3印 l

注(1) W 1ヲ70，1980年世界農林業センサス・農業集落カード』練ケ旦分より作

成.ただし. ( )内は「農家調査票J(総研九州支所， 50年12月〉による調

査長家41戸の合計値

(2) rその他」は工芸作物，野菜等.

ね等)910aを含む.

(3) 水田裏作率は，回面積に対する稲以外収穫面積合計の比率. よって各年次

とも若干実際より過大な推定となる.特に昭和55年「その他」には転作大豆

(表作〉を含む.

f責〔練ケ里〕面穫収

76.6 

59.4 

37. 7 

43.8 

87.3 

稲

第 l表

l回開

¥
tノ

ハ
4

5
q
u
o
i
F
D
 

q

υ

4・
民

υ

-

K

υ

円
)

民

υ
f
t
、、

日召

昭和35年の 1，600aには工芸作物(なた

な
お
、
田
植
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
の
全
面
的
な
普
及
を
み
た
昭
和
五

O
年

段
階
で
は
、
す
で
に
農
業
臨
時
雇
と
い
う
生
身
の
労
働
の
受
け
入
れ
が
無

く
な
り
、
代
わ
っ
て
機
械
請
負
作
業
の
受
委
託
が
現
わ
れ
て
来
る
に
至
る
。

共
有
か
ら
個
人
有
へ
、
小
型
か
ら
大
型
へ
と
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
亙

O
年
以
降
の
機
械
化
は
、
す
で
に
雇
用
労
働
に
依
存
し
な
い

経
営
体
の
中
で
の
、
作
業
の
能
率
化
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
労
力
軽
減
と
い

っ
た
も
の
が
、
そ
の
主
た
る
目
的
と
な
っ
て
く
る
。

五
O
年
以
降
に
示
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
機
械
化
が
農
家
に
も
た
ら
し

た
も
の
は
何
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
な
、

一
方
で
の
兼
業
化
の
探
化
、
他
方
で
著
し
く
労
働
の
軽
減
さ
れ
た
米
麦
作

の
基
礎
の
上
で
、
新
た
な
集
約
作
目
の
導
入
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
五

O
年
以
降
の
農
業
機
械
化
の
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の

大
き
な
変
化
、
そ
れ
は
麦
作
の
復
活
、
伸
長
で
あ
ろ
う
。

「
集
落
カ
l
ド
」
に
一
不
さ
れ
た
練
ケ
里
の
作
物
別
の
収
穫
面
積
を
第
i

表
に
み
て
み
よ
う
。
耕
地
面
積
の
う
ち
畑
地
の
割
合
が
微
少
な
の
で
、
稲

を
除
く
他
の
作
物
は
ほ
と
ん
ど
水
田
裏
作
に
よ
る
部
分
と
な
る
。

五
O
年
の
「
集
落
カ
ー
ド
」
数
値
(
セ
ン
サ
ス
調
査
日
が
二
月
一
日
の

た
め
、
実
績
は
前
年
四
九
年
の
も
の
で
あ
る
、
他
年
次
に
つ
い
て
も
同
様
)

で
稲
の
収
穫
面
積
が
少
な
い
の
は
、
四
八

t
四
九
年
に
行
な
わ
れ
た
基
盤

七
七



一
七
八

(単位:台〉

自脱型

コゾノミ

イ γ

9.5 

25.8 

30. 7 

整
備
事
業
の
た
め
で
あ
り
、
五

O
年
に
つ
い
て
は
、
括
弧
書
き
で
示
し
た

当
研
究
所
調
べ
(
五

O
年
一
一
一
月
調
査
)
の
方
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
三
五
年
の
水
田
裏
作
率
は
七
七
%
、
こ
れ
が
五

O
年
に
は
四
四

%
ま
で
漸
減
し
て
い
る
の
に
対
し
、
五
五
年
で
は
八
七
%
に
復
活
し
、
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
麦
作
で
あ
る
。
五

O
年
ま
で
に
み
ら
れ
た
裏
作
後

退
の
中
身
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
三
五
年
が
麦
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

麦
よ
り
は
や
や
吊
カ
働
集
約
性
の
劣
る
な
た
ね
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
主
体
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
四
五
年
は
麦
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
飼
料
作
物
一
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
主
体
と
な
る
。
当
時
の
飼
料
作
物
は
青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
青

刈
え
ん
麦
な
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
は
麦
作
よ
り
は
だ
い
ぶ
粗

放
的
な
作
物
で
占
め
る
の
で
、
四
五
年
は
単
に
裏
作
率
が
低
下
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
作
付
作
物
の
粗
放
化
も
同
時
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
一
番
裏
作
率
の
低
い
五

O
年
に
は
、
麦
の
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
け

が
主
体
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
水
稲
作
用
農
業
機
械
の
急
速
な
普
及
が
、
な
ぜ
五

O
年
ま

で
は
水
田
裏
作
率
の
低
下
、
冬
期
作
付
け
の
粗
放
化
を
結
果
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
結
局
の
ー
ど
こ
ろ
裏
作
は
経
営
の
補
完
部
円
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
に

お
け
る
全
国
的
な
労
働
市
場
の
拡
大
に
よ
る
在
宅
農
民
の
労
働
力
の
商
品

化
、
す
な
わ
ち
兼
業
化
に
よ
っ
て
、
自
家
労
働
力
の
評
価
を
通
じ
て
麦
作

(

4

)

 

を
中
心
と
す
る
田
冬
作
の
採
算
性
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
麦
作
の
復
活

の
た
め
に
は
、
が
刀
働
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
新
た
な
機
械
装
備
が
必
要
だ

lヲ.9

20.9 

農家 l∞戸当たり農用機械普及台数

動力耕転機・農用トラクター
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っ
た
の
で
あ
る
。

五
五
年
段
階
で
の
麦
作
復
活
に
は
、
四
九
年
に
終
了
し
た
土
地
基
盤
整

備
事
業
(
こ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
二
年
、
集
落
内
問
場
の
農
家
平
均
団

地
数
、
三
・
五
カ
所
、
農
家
平
均
の
一
団
地
面
積
四
一
ア
ー
ル
が
、
五
四

年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
一
ニ
カ
所
、
七

0
ア
ー
ル
へ
と
ま
と
め
ら
れ
て
い

(

5

)

 

る
)
と
、
こ
の
新
た
な
士
地
条
件
の
下
で
導
入
さ
れ
た
米
麦
併
用
で
あ
る

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
刈
取
り
、
脱
穀
作
業
の
労
働
時
間
の
短
縮
が

大
き
く
利
い
て
い
あ
。

五
O
年
以
降
、
米
価
に
対
す
る
麦
価
の
相
対
価
格
の
上
昇
、
ま
た
麦
作

の
主
力
が
、
小
麦
か
ら
収
穫
時
期
が
早
い
た
め
田
植
期
ま
で
余
裕
の
と
れ

る
ピ

l
ル
麦
に
移
行
し
た
事
も
あ
る
が
、
麦
作
の
復
活
は
、
コ
ン
バ
イ
ン

を
中
心
と
し
た
機
械
化
、
が
、
米
麦
作
を
基
本
的
に
は
込
み
に
し
た
穀
作
の

ス
ケ
ー
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
要
求
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
佐
賀
全
県
に
お
け
る
主
な
農
用
機
械
の
普
及
状
況
を
み
て
お

こ
う
。
第
2
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
県
的
に
も
、
五

O
年
以
降
、
耕

転
作
業
機
で
は
乗
用
、
大
型
化
が
進
み
、
刈
取
り
・
脱
穀
作
業
機
も
コ
ン

バ
イ
ン
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
全
国
レ
ベ
ル
と
比
較
す
る
と
、
歩
行
型

耕
転
機
は
と
も
か
く
、
そ
れ
を
除
い
た
す
べ
て
の
機
種
の
普
及
率
は
佐
賀

県
の
方
が
高
い
。
中
で
も
、
二

O
馬
力
以
上
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
自
脱

型
コ
ン
バ
イ
ン
の
両
機
種
で
は
、
一

O
O戸
当
た
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
八
台
、

一
O
台
ほ
ど
佐
賀
県
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
率
の
高
さ
と
関
連
し
て
、
裏
作
麦
の
作
付
動
向
を

み
て
み
れ
ば
、
佐
賀
全
県
で
五

O
年
、
田
麦
(
四
麦
計
)
は
一
三
・
七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
が
水
田
面
積
に
占
め
る
割
合
は
二
五
・
八
%
(
都
府

県
、
二
・
八
%
)
で
あ
り
、
五
六
年
に
は
一
三
了
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

四
五
・
七
%
(
都
府
県
、
六
・
九
%
)
ま
で
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
数
字
は
玉

O
年
お
よ
び
五
六
年
産
『
作
物
統
計
』
(
統
計
情
報
部
)
に

よ
る
〉
。

同
農
家
労
働
力
構
成
の
変
化
と
経
営
複
合
化

前
章
で
示
し
た
練
ケ
皇
で
の
最
近
の
機
械
装
備
の
状
況
下
に
お
い
て
、

米
麦
作
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
労
働
時
間
を
、
昭
和
五
六
年
産
『
米
及
び

麦
類
の
生
産
費
』
(
統
計
情
報
部
)
に
よ
っ
て
類
推
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
佐
賀
県
に
お
け
る
米
と
ピ

l
ル
麦
の
一

0
ア
ー
ル
当
た

り
労
働
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
六
・
二
時
間
(
六
六
戸
平
均
)
、
一
三
・

一
時
間
(
五
戸
平
均
)
と
な
っ
て
い
る
。

米
に
つ
い
て
生
産
費
調
査
県
計
で
は
、
機
械
装
備
は
一

O
戸
当
た
り
、

耕
転
機
九
・
九
台
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
三
・
二
台
(
う
ち
、
二

O
馬
力
以

上
二
・
一
台
)
、
田
植
機
六
・
五
台
(
う
ち
三
条
植
え
以
上
一
・
八
台
)
、

バ
イ
ン
ダ
ー
六
・
三
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
三
・
六
台
と
な
っ
て
い
る
。
練
ケ
里

に
お
け
る
機
械
化
の
進
展
は
こ
れ
以
上
で
あ
っ
た
か
ら
、
県
計
よ
り
労
働

時
間
は
短
く
な
る
だ
ろ
う
。
生
産
費
調
査
で
は
県
計
で
の
作
付
規
模
別
統

《
ノ

I
ト
》

昭
和
玉

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
七
九



《
ノ
l
卜
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一八

O

計
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
九
州
計
で
み
て
み
る
と
、
水
稲
作
付
一
五

0
ア
ー
ル
以
上
層
あ
た
り
が
、
練
ケ
里
の
一
般
農
家
と
装
備
状
況
が
符
合

(
6
)
 

し
て
お
り
、
五

O
t
六
0
時
間
(
一
五

O
t
二
0
0
ア
ー
ル
層
五
一
・
一

時
間
、
二

O
O
t
三

0
0
ア
ー
ル
層
五
八
・

0
時
間
)
が
一

0
ア
ー
ル
当

た
り
の
労
働
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

佐
賀
県
計
の
ビ
ー
ル
麦
、
生
産
費
調
査
数
値
=
了
一
時
間
に
つ
い
て

は
、
調
査
対
象
農
家
(
五
戸
)
に
機
械
の
共
同
利
用
を
ふ
く
ん
で
い
る
た

め
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
耕
転
機
四
・

O
台
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
一
・

八
台
(
二

O
馬
力
以
上
一
・
八
台
)
、
バ
イ
ン
ダ
ー
が
な
く
、
コ
ン
パ
イ

ン
ど
了

O
台
(
刈
幅
一
.
二
メ
l
ト
ル
以
上
の
大
型
自
脱
型
)
と
な
つ
て
、

機
械
装
備
は
共
同
化
に
よ
る
高
度
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
な
お
、
同
生

産
費
調
査
の
五
五
年
産
に
つ
い
て
は
、
個
別
経
営
主
体
型
(
五
戸
)
で
あ

る
が
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
労
働
時
間
一
七
・
二
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

五
五
年
産
調
査
対
象
農
家
の
機
械
所
有
台
数
は
、
一

O
戸
当
た
り
、
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
一

0
・
0
台
、
バ
イ
ン
ダ
ー
八
・

O
台
、
自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
六
・
六
台
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
の
方
が
練
ケ
皇
の
実
態
と
近
い
よ
う

で
あ
る
。

さ
て
、
大
雑
把
に
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
練
ケ
里
に
お
け
る
一

0

ア
ー
ル
当
た
り
労
働
時
間
を
、
米
、
ビ

l
ル
麦
そ
れ
ぞ
れ
、
六

0
時
間
、

一
五
時
間
と
仮
定
し
た
場
合
、
単
純
計
算
で
は
、
裏
表
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
作
付
け
を
仮
定
し
た
米
麦
作
経
営
の
年
間
労
働
時
間
は
一
五

O

0
時
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
数
字
は
、
米
麦
作
だ
け
の
経
営
で
は
、
す
で
に
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
規

模
で
も
、
一
人
の
農
業
従
事
者
が
年
開
通
し
て
就
農
で
き
る
場
が
な
い
と

い
う
事
を
意
味
し
て
い
る
。

練
ケ
里
に
お
け
る
、
農
用
機
械
の
一
連
の
導
入
過
程
の
中
で
、
米
麦
作

労
働
時
間
の
短
縮
に
対
応
し
て
、
す
で
に
昭
和
五

O
年
段
階
で
も
、
ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
層
を
含
め
、
一
方
で
は
兼
業
化
が
本
格
化
し
、
他
方
で
米

麦
作
以
外
の
集
約
作
目
の
導
入
が
始
ま
っ
た
事
実
を
わ
れ
わ
れ
は
確
認
し

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
五

O
年
以
降
に
続
く
機
械
化
の
中
で
、
拍
車
が

か
け
ら
れ
、
兼
業
化
を
お
し
進
め
る
農
家
群
と
、
新
た
な
経
営
部
門
を
導

入
し
て
米
麦
作
と
の
複
合
経
営
化
を
は
か
る
農
家
群
へ
と
、
両
極
へ
の
分

化
が
鮮
明
な
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

経
営
の
複
合
化
の
傾
向
を
先
に
み
て
お
く
と
、
複
合
経
営
部
門
を
持
つ

農
家
は
、
昭
和
五

O
年
に
は
、
肥
育
牛
一
一
政
飼
養
と
い
っ
た
本
来
の
複
合

化
に
は
、
は
い
ら
な
い
農
家
ま
で
含
め
て
一
四
戸
だ
っ
た
の
が
、
五
七
年

(
五
八
年
二
月
聴
き
取
り
に
よ
る
前
年
の
実
績
)
で
は
一
一
一
一
一
戸
ま
で
増
大

し
て
い
る
。

こ
の
複
合
経
営
農
家
の
増
加
の
た
め
に
、
調
査
農
家
(
耕
地
経
営
規
模

五
0
ア
ー
ル
以
上
層
)
全
一
戸
で
あ
る
四
一
一
戸
平
均
の
一
戸
当
た
り
農
業
従

事
者
、
農
業
専
従
者
、
専
従
者
の
う
ち
男
子
、
い
ず
れ
も
が
五
七
年
に
は
、
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第3表 l戸当たり農業従事者(練ケ塁)

57 茂瓦142作

集計戸数(戸)

(1) 農業従事者(人〕 3.03 2.63 2四| 2.63 3.27 

(2) 農業専従者(人〕 2目!o l. 20 l. 49 0.73 2. 13 

(3) 専従者 うち男子 (人〕 l. 15 0.76 0.80 0.26 1. 27 

(4) 男子専従者率 (0/0) 54.8 63.3 54.1 38.5 58.3 

(5) (2)/(1) (%) 69.3 45.5 50.0 26.0 66.7 

(6) 兼業従事者(人〕 0.88 l. 15 1. 02 l. 63 0.;:0 

(7)兼業 うち常勤(人〕 。目 33 0.46 0.80 し21 0.45 

(8) 臨時(人〉 0.55 0.68 0.22 0.05 

注(1) 農業専従者は年間150日以上就農した農業従事者.

(2) (4)は，農業専従者に占める男子の割合.

(3) (5)は農業従事者に占める農業専従者の割合.

(4) 昭和40，50年は， I農家調査票J(総研九州支所， 50年12月)により，昭和57

年は「農家基本台帳J(練ケ星生産組合〕および聴き取り調査により作成.

第 4表部門別複合経営農家数(練ケ呈)

主な複合 部門
戸数 農 家 番 号

日召 50 昭 57

ぶどう ぷどう 7 (5 ) 

ぶどう 7 (3) ③⑦⑮⑬@  @ @ 

イチゴ イ チ ゴ 2 (2) ⑤⑧  

畜 産 イ チ ゴ 2 (2) ⑮⑧  

イ チ ゴ ( 1 ) ⑬ 

畜 産 畜 産 2 @⑧  

観葉植物 ( 1 ) ⑧ 

畜 産 ⑬ 

注. ( )はノ、ウ旦作のうち数 農家番号は付表参照.

昭和Eコ年は前掲「農家調査票」より，昭和57年は聴き取り調査により作成.



|うち うち
米麦作|複合作

19 22 

農業従事者平均年齢(練ケ皇〕

57 50 ¥ ¥ ¥  

41 

農業従事者( 歳 〕 42.5 43.3 46.5 47.2 

農業専従者 (け 42.8 42.3 46.7 49.0 46.1 

う ち男(ク) 43.9 43.2 47.3 50.2 46.8 

うち女(ク〉 41. 4 40.8 46.0 48.3 45.2 

常勤兼業従事者 (ρ〕 28. 1 32.1 3しl 33.0 26.5 

41 40 

年齢IH、ずれも各年末の満年齢.

出所は第 3表注(4)に同じ.

注(1)

(2) 

八

五
O
年
の
数
字
を
上
回
わ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
(
以
下
、
第
3
表
参

照
)
。
複
合
経
営
部
門
の
導
入
に
よ
る
農
業
へ
の
回
帰
、
一
応
こ
れ
が
集

落
全
体
と
し
て
の
就
業
動
向
の
基
調
と
は
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
一
方
で
は
、
複
合
部
門
を
導
入
し
な
か
っ

た
米
麦
作
農
家
(
一
九
戸
)
で
は
、
五
七
年
、
二
戸
当
た
り
一
・
六
入
、
が

兼
業
従
事
者
、
こ
の
う
ち
常
勤
の
兼
業
者
は
一
・
二
人
に
ま
で
達
し
て
お

り
、
集
落
全
体
と
し
て
も
、
兼
業
従
事
者
の
総
数
は
五

O
年
よ
り
若
干
減

少
し
た
も
の
の
、
兼
業
従
事
者
に
占
め
る
常
勤
者
の
割
合
が
大
幅
に
上
昇

し
、
兼
業
化
は
深
化
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

さ
で
、
経
営
複
合
部
門
に
つ
い
て
は
次
節
で
再
び
触
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
中
身
を
こ
こ
で
一
応
紹
介
し
て
お
こ
う
。
第
4
表
は
、
昭
和
五

O
年
、
五
七
年
の
複
合
経
営
農
家
を
部
門
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両

年
次
と
も
、
複
合
部
門
を
二
つ
以
上
組
み
合
わ
せ
た
経
営
も
あ
る
が
、
収

益
の
一
番
大
き
い
と
み
ら
れ
る
部
門
で
農
家
の
類
型
化
を
行
な
っ
て
い
る
。

表
に
よ
れ
ば
、
五

O
年
に
比
較
し
、
そ
の
後
増
加
し
た
部
門
は
、
ぶ
ど

う
(
五

O
年
七
戸
に
対
し
、
五
七
年
は
一
四
戸
)
、
イ
チ
ゴ
(
玉

O
年
二

戸
に
対
し
、
五
七
年
五
戸
)
で
あ
り
、
減
少
し
た
部
門
は
畜
産
(
五

O
年

の
五
戸
の
う
ち
、
ご
戸
が
米
麦
作
へ
、
二
戸
が
イ
チ
ゴ
作
へ
移
行
し
、
五

七
年
で
は
、
肥
育
牛
農
家
と
、
酪
農
家
が
一
戸
ず
つ
残
っ
て
い
る
)
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
新
た
に
こ
の
間
、
観
葉
植
物
ハ
ハ
ウ
ス
作
〉
を
始
め
た

農
家
が
二
戸
あ
る
。



複
合
化
の
進
展
し
た
下
で
、
農
家
の
就
業
構
造
を
、
以
下
農
業
従
事
者

の
年
齢
別
構
成
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

複
合
部
門
を
導
入
す
る
農
家
が
増
え
て
、
集
落
全
体
の
農
業
従
事
者
数

も
増
加
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
農
業
を
担
う
年
齢
層
は
上
昇
し
て
い
る

(第
5
表
参
照
)
。
五

O
年
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
四
一
ニ
・
三
歳
が
五

七
年
で
は
四
六
・
五
歳
に
三
歳
強
上
昇
、
農
業
専
従
者
だ
け
を
取
り
出
し

て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
五

O
年
四
二
・
三
歳
が
五
七
年
四
六
・
七
歳
と
四
歳

強
上
昇
し
て
い
る
。

五
O
年
よ
り
五
七
年
ま
で
の
聞
に
、
一
八
歳
に
達
し
た
男
子
の
新
規
労

働
力
の
う
ち
、
こ
の
集
落
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
者
、
八
名
の
う
ち
農
業
専

従
者
と
な
っ
た
者
は
無
く
、
う
ち
七
名
ま
で
が
、
常
勤
の
兼
業
従
事
者
と

な
り
農
業
補
助
者
(
年
間
就
農
一
五

O
日
未
満
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

専
従
者
の
平
均
年
齢
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
主
因
で
あ
る
。

五
O
t
五
七
年
の
農
業
専
従
者
の
増
加
・
補
充
は
、
第
3
表
で
も
わ
か

る
よ
う
に
女
子
労
働
力
に
よ
る
部
分
の
方
が
大
き
い
。
こ
れ
は
五

O
年
ま

で
に
み
ら
れ
た
米
麦
用
農
業
機
械
の
装
備
に
よ
っ
て
、
一
た
ん
は
農
業
補

助
者
に
回
わ
っ
て
い
た
中
高
年
以
上
の
女
子
労
働
力
が
そ
の
後
の
複
合
部

門
の
導
入
を
ま
っ
て
、
再
び
農
業
専
従
者
に
一
反
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。さ

ら
に
、
現
段
階
に
お
け
る
米
麦
作
お
よ
び
複
合
作
を
担
う
農
業
従
事

者
の
年
齢
構
成
を
検
討
す
る
た
め
に
、
第
一
図
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、
五

七
年
末
時
点
に
お
け
る
両
経
営
類
型
別
に
、
一

O
歳
き
ざ
み
年
齢
層
の
農

業
従
事
者
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
農
業
専
従
者
、
農
業

補
助
者
、
農
業
補
助
者
の
う
ち
常
勤
の
兼
業
従
事
者
が
区
分
さ
れ
、
か
つ

男
子
の
う
ち
数
が
わ
か
る
よ
う
作
図
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
図
で
は
省
い
た
が
、
農
業
に
は
ま
っ
た
く
従
事
せ
ず
、
非
農
業

部
門
だ
け
に
就
業
す
る
兼
業
従
事
者
が
、
複
合
経
営
で
二
名
(
一

O
代、

ニ
O
代
い
ず
れ
も
女
平
)
、
米
表
経
営
で
三
名
(
一

O
代
、
三

O
代
男
子
、

四
O
代
女
子
)
い
る
。
ま
た
、
六
O
歳
を
越
え
る
高
齢
者
の
う
ち
、
ま
っ

た
く
就
業
し
な
い
(
上
っ
て
就
農
し
な
い
)
者
は
一
五
名
ば
か
り
い
る
も

の
の
、
こ
の
う
ち
男
子
は
わ
ず
か
コ
一
名
で
あ
り
、
こ
の
集
落
で
は
七

O
歳

を
越
え
て
も
男
子
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
就
農
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
。

さ
で
、
図
に
従
い
両
経
営
類
型
の
農
業
従
事
者
(
以
下
農
従
者
と
略
称
)

の
年
齢
構
成
を
比
較
す
れ
ば
、
一
目
で
両
者
の
形
態
に
差
が
あ
る
事
が
わ

か
る
。
複
合
経
営
で
ほ
、
二

O
代
か
ら
五

O
代
ま
で
比
較
的
均
等
に
厚
い

農
従
者
層
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
米
麦
経
営
で
は
三

O
、
四

O
代
(
特
に

三
O
代
)
の
み
農
従
者
が
多
く
、
他
の
年
齢
層
が
薄
い
構
成
と
な
っ
て
い

る。
こ
の
違
い
は
、
そ
も
そ
も
一
戸
当
た
り
世
帯
員
数
が
複
合
経
営
で
多
く
、

米
麦
経
営
で
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
男
子
の
世
帯
員
だ
け
を
取
り

出
し
て
み
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
家
に
男
子
二
世
代
の
農
従
者
の

い
る
農
家
は
、
複
合
経
営
で
は
全
一
一
一
一
一
戸
の
う
ち
一
六
戸
で
あ
る
の
に
、

《
ノ
l
ト
》

昭
和
五
O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
八
三
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米
麦
経
営
で
は
一
九
戸
の
う
ち
七
戸
に
す
ぎ
な
い
。
年
齢
層
の
組
み
合
わ

せ
は
、
複
合
経
営
で
は
、
ニ

O
代

五

O
(
四
O
、
六

O
)
代
八
前
者
が

息
子
、
後
者
が
父
〉
が
七
組
、
一
一
一

O
代
|
六

O
(五
O
)
代
が
四
組
、
四

O
代
|
七

O
代
が
五
組
で
あ
り
、
米
麦
経
営
で
は
、
二

O
代

五

O
代
が

三
組
、
三

O
代
i
六
O
(七
O
)
代
が
二
組
、
四

O
代
i
七
O
(六
O
)

代
が
二
組
で
あ
る
。

ま
た
、
一
家
に
男
子
農
従
者
が
一
世
代
の
み
の
農
家
(
こ
の
場
合
、
兄

弟
で
就
農
し
て
い
る
例
は
な
く
、
全
戸
で
男
子
農
従
者
が
一
人
だ
け
の
経

営
)
は
、
複
合
経
営
で
は
六
戸
(
三

O
代
二
名
、
四

O
代
三
名
、
五

O
代

一
名
)
、
米
麦
経
営
で
は
一
一
一
戸
(
二

O
代
一
名
、
三

O
代
玉
名
、
四

O

代
四
名
、
七

O
代
一
名
。
な
お
四

O
代
の
う
ち
一
名
は
息
子
は
在
宅
す
る

が
農
業
に
従
事
し
な
い
)
に
達
す
る
。
な
お
、
米
麦
経
営
に
は
、
ほ
か
に

男
子
農
従
者
の
い
な
い
農
家
が
一
戸
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
営
を
複
合
化
し
た
農
家
は
全
般
に
、
経
営
面
積
規
模
の

大
き
い
層
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
酪
農
家
⑧
番
(
付
表
参
照
)
を
除
き
、

お
お
む
ね
一
五

0
ア
ー
ル
以
上
層
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
お

よ
そ
一
五

0
ア
ー
ル
を
越
え
る
経
営
規
模
層
で
も
米
麦
経
営
は
一
一
一
戸
を

数
え
る
(
一
四
九
ア
ー
ル
の
⑫
番
農
家
を
含
む
。
な
お
、
一
四
九
ア
ー
ル

以
上
の
農
家
総
数
は
一
二
一
一
一
戸
で
あ
る
)
が
、
こ
の
う
ち
、
六
戸
ま
で
が
、

先
に
み
た
よ
う
な
男
子
世
帯
員
一
世
代
の
み
の
農
家
で
あ
る
。

農
業
に
と
ど
ま
っ
て
経
営
を
複
合
化
す
る
か
、
経
営
は
米
麦
作
の
み
と

し
兼
業
に
就
く
か
の
選
択
を
め
ぐ
っ
て
男
子
に
つ
い
て
年
齢
別
に
ど
う
対

応
が
な
さ
れ
た
か
、
第
一
図
に
そ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
七

O
代
(
昭
和
五
七
年
末
現
在
の
年
齢
。
以
下
同
様
)
は
、
農

業
か
ら
の
半
リ
タ
イ
ヤ
層
で
あ
り
農
従
者
八
名
の
う
ち
複
合
経
営
の
一
名

だ
け
が
農
業
専
従
者
(
以
下
専
従
者
と
略
称
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
六

O
代
で
は
、
農
従
者
六
名
の
う
ち
専
従
者
は
四
名
と
ま
だ
主
要

な
農
業
の
担
い
手
層
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
に
は
兼
業
者
は
い
な

い
。
専
従
者
四
名
の
う
ち
三
名
は
複
合
経
営
を
行
な
う
が
、
息
子
も
ま
た

専
従
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
妻
、
嫁
を
加
え
て
、
最
も
農
業
労
働
力
の
充
実

し
た
農
家
群
と
な
っ
て
い
る
。

五
O
代
は
農
従
者
九
名
の
う
ち
、
一
名
が
常
勤
の
兼
業
者
(
米
麦
経
営

農
家
)
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
複
合
、
米
麦
を
問
わ
ず
専
従
者
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
六
名
が
複
合
部
門
を
取
り
入
れ
、
農
業
規
模
拡
大
の
道

を
選
ん
で
い
る
が
、
妻
は
五
人
ま
で
が
専
従
者
で
あ
る
も
の
の
息
子
が
や

は
り
専
従
者
と
い
う
農
家
は
二
戸
に
と
ど
ま
り
、
息
子
は
常
勤
兼
業
・
農

業
補
助
と
い
う
例
が
多
く
、
父
親
が
農
業
か
ら
リ
タ
イ
ヤ
す
る
際
、
米
麦

作
だ
け
に
規
模
縮
小
が
起
こ
る
可
能
性
の
高
い
農
家
群
を
構
成
し
て
い
る
。

四
O
代
に
な
る
と
、
農
業
専
従
H
複
合
化
と
常
勤
兼
業
へ
の
双
方
の
動

き
が
出
て
来
て
い
る
が
、
な
お
農
業
に
と
ど
ま
る
者
の
方
が
多
い
。
農
従

者
総
数
一
六
名
中
一
一
名
が
専
従
者
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一

O
名
が
複
合

経
営
を
行
な
う
(
残
り
一
名
は
、
米
麦
作
経
営
を
行
な
い
か
つ
常
勤
兼
業

《
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昭
和
五
O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
八
五
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
八
六

者
で
も
あ
る
)
。
こ
の
四

O
代
が
複
合
経
営
を
担
う
最
も
厚
い
年
齢
層
で

あ
る
が
、
複
合
経
営
一

O
名
の
妻
も
す
べ
て
専
従
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
六

0
、
七

O
代
の
老
父
母
(
特
に
父
)
が
農
業
補
助
者
に
加
わ
る
例
が
多
い
。

一二

O
代
は
農
従
者
総
数
一
三
名
、
複
T
A
口
経
営
の
農
業
専
従
者
六
名
、
米

麦
経
営
の
常
勤
兼
業
者
も
六
名
と
、
農
業
と
非
農
業
従
事
者
(
農
業
補
助

者
で
は
あ
る
が
)
の
均
衡
す
る
年
齢
層
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
残
り
一
名

は
米
麦
経
営
の
農
業
専
従
者
で
あ
る
。
複
合
経
営
を
行
な
う
者
六
名
の
う

ち
、
五
名
ま
で
が
父
親
が
就
農
す
る
(
農
業
補
助
を
含
む
〉
二
世
代
の
男

子
の
い
る
農
家
に
属
し
、
一
方
常
勤
の
兼
業
に
就
く
六
名
は
、
す
べ
て
父

親
の
い
な
い
、
一
世
代
の
男
子
し
か
い
な
い
農
家
に
属
す
る
(
こ
の
う
ち

一
四
九
ア
ー
ル
以
上
の
経
営
面
積
の
農
家
は
三
戸
で
あ
る
)
。
な
お
、
こ

の
年
代
で
複
合
経
営
を
行
な
う
専
従
者
の
妻
、
六
名
に
つ
い
て
は
、
同
じ

く
専
従
者
で
あ
る
例
は
半
分
の
三
名
で
、
残
り
三
名
は
農
業
補
助
者
で
あ

り
、
う
ち
二
名
は
常
勤
の
兼
業
者
で
あ
っ
て
、
四
O
歳
以
上
の
夫
人
年
齢

層
と
は
異
な
る
就
業
形
態
を
み
せ
て
い
る
。

最
後
に
、
二

O
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
従
者
総
数
一
一
名
。
複
合
経

営
農
家
に
八
名
い
な
が
ら
、
二
名
が
農
業
専
従
者
に
す
ぎ
ず
、
残
り
六
名

は
兼
業
者
ゃ
っ
ち
一
名
は
臨
時
雇
)
で
農
業
補
助
労
働
に
回
っ
て
い
る
。

米
麦
経
営
農
家
に
つ
一
名
、
こ
れ
は
全
員
が
常
勤
の
兼
業
者
で
か
つ
農
業
補

助
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
複
合
、
米
麦
を
問
わ
ず
、
常
勤
兼
業
・
農
業
補

助
な
る
年
齢
層
を
な
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
複
合
経
営
部
門
を
取
り
入
れ
て
い
る
農
家

は
一
応
、
土
地
経
営
面
積
で
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
、
労
働
力
で
は
、

二
世
代
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
農
業
に
確
保
し
て
い
る
(
二
世
代
の
う
ち
い

ず
れ
か
が
農
業
補
助
労
力
で
あ
る
場
合
を
含
む
)
農
家
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

ま
た
今
後
の
複
合
部
門
の
新
規
導
入
、
あ
る
い
は
維
持
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
園
芸
を
中
心
と
し
た
部
門
の
労
働
集
約
性
の
高
さ
か
ら
し
て
必

ず
し
も
、
一
五

0
ア
ー
ル
以
上
と
い
っ
た
土
地
経
営
面
積
の
大
き
さ
は
そ

う
規
定
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
労
働
力
に
つ
い
て

は
、
複
合
経
営
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
男
子
専
従
者
は
、
こ
れ
ま
で
み

て
き
た
よ
う
に
現
在
、
四

O
代
以
上
層
が
中
心
で
あ
り
、
コ
一

O
代
を
分
岐

点
と
し
て
、
一
二

O
代
以
下
層
、
特
に
二

O
代
以
下
層
は
そ
う
で
あ
る
が
、

就
業
に
際
し
て
直
面
し
た
時
代
の
状
況
、
す
な
わ
ち
農
業
側
に
お
け
る
米

麦
作
の
省
力
化
、
非
農
業
側
に
お
け
る
農
外
雇
用
機
会
の
拡
大
と
い
っ
た

も
の
を
反
映
し
、
農
業
専
従
者
の
補
充
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ

っ
て
、
年
齢
層
別
の
検
討
か
ら
、
複
合
経
営
の
浸
透
も
現
在
が
ピ

l
ク
で

あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
節
の
最
後
に
、
農
家
労
働
力
構
成
の
変
化
を
、
簡
単
に
佐
賀
県
全

体
の
動
き
と
し
て
捉
え
て
お
こ
う
。
第
6
表
は
、
男
子
に
つ
い
て
昭
和
四

o
t五
六
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
(
過
去
一
年
問
、
自
家
農
業
に
主
と

し
て
従
事
し
た
世
帯
員
の
う
ち
、
ふ
だ
ん
の
主
な
状
態
が
仕
事
の
者
)
の
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Htl40. 2. 1 57，840 10，304 14，418 

45.2.1 46，910 6，185 I 29，017 11，708 

47. 1. 1 38，910 4，680 7，080 10，550 6，890 9， 720 

50.1.1 34，402 3，823 4，810 9，070 7，591 ヲ， 108

52. 1. 1 33，610 3，320 4，480 8，940 8，290 8，580 

55. 1. 1 30，852 3， 100 3， 729 6，835 8，615 8，573 

56. 1. 1 32，600 3， 190 3，670 7，440 8，730 9，560 

年齢層別男子基幹的農業従事者数(佐賀県〕
〈単位:人， %) 

1

60歳以上40-49 30-39 i明未満|

第6表

L
l
 

苦
闘

率

40.2.1 100.0 17.8 24.9 

45.2.1 100.0 13.2 61.ヲ 25.0 

47. 1. 1 100.0 12.0 18.2 27.1 17.7 25.0 

50.1.1 100.0 11. 1 14.0 26.3 22. 1 26.5 

52. 1. 1 100.0 9.9 13.3 26.6 24.7 25.5 

55. 1. 1 100.0 10.0 12.1 22.2 27.9 27.8 

56. 1. 1 100.0 9.8 11. 3 22.8 26.8 26.3 

分百

i注.各年次『佐賀農林水産統計年報~ (九州農政局佐賀統計情報事務所〉より作

成.

年
齢
別
構
成
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
基
幹
的
農
従
者
は
、

農
業
専
従
者
よ
り
や
や
範
囲
の
広
い
概
念
で
、
岡
県
、
男
子

の
場
合
、
総
数
で
専
従
者
よ
り
三
割
前
後
多
い
数
字
と
な
っ

て
表
わ
れ
て
い
る
。

表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
五

O
年
の
前
半
あ
た
り
か
ら
、

男
子
基
幹
的
農
従
者
の
過
半
を
五

O
歳
以
上
層
が
占
め
、
反

対
に
五

O
歳
未
満
、
な
か
ん
ず
く
三

O
歳
未
満
層
の
比
率
の

低
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、

昭
和
一
桁
ま
で
に
生
ま
れ
た
年
齢
層
(
昭
和
四

O
年
に
三

O

歳
以
上
、
五

O
年
に
四

O
歳
以
上
)
あ
た
り
を
境
と
し
て
、

そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
た
年
齢
層
か
ら
の
基
幹
的
農
従
者
へ
の

補
充
が
急
減
し
た
こ
と
が
主
因
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
米
麦
作
の
比
重
の
高
か
っ
た
佐
賀
県
に
お
い
て
、

昭
和
四

O
年
後
半
よ
り
進
ん
だ
農
業
機
械
化
の
下
で
、
施
設

園
芸
を
中
心
に
し
た
米
麦
作
と
の
経
営
複
T
A

口
化
の
動
き
は
、

ま
ず
も
っ
て
中
高
年
農
業
従
事
者
の
雇
用
機
会
の
確
保
の
意

義
が
大
き
か
っ
た
と
言
一
え
そ
う
で
あ
る
。

同
経
営
複
合
作
目

前
掲
第
4
表
で
み
た
よ
う
に
、
近
年
練
ケ
塁
で
経
営
複
合

部
問
の
拡
大
を
支
え
て
い
る
の
は
、
ぶ
ど
う
(
巨
峰
)
、
ィ

一
八
七
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と
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開

一
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八

チ
ゴ
の
両
国
芸
作
目
で
あ
る
が
、
昭
和
四

0
年
代
の
複
合
部
門
は
畜
産
が

主
体
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
O
年
当
時
、
酪
農
家
一
八
戸
、
四
三
頭
、
肥
育

(

7

)

 

牛
農
家
九
戸
、
一
九
頭
(
酪
農
家
と
肥
育
牛
農
家
と
は
重
複
し
な
い
て

四
0
年
代
中
期
に
か
け
て
は
、
畜
産
農
家
が
若
干
減
少
し
、
残
っ
た
農
家

で
多
頭
化
が
進
む
動
き
、
が
あ
っ
た
も
の
の
、
四

0
年
代
後
半
の
飼
料
の
高

騰
を
機
に
、
多
く
の
農
家
が
畜
産
よ
り
手
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
0
年
代
後
半
の
後
退
は
、
先
に
み
た
麦
作
の
後
退
と
同
じ
要
因
が
あ

っ
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
掲
第
3
表
に
示
さ
れ
た
ご
戸
当
た

り
の
兼
業
従
事
者
数
は
、
四
O
年
か
ら
五
O
年
に
あ
ま
り
増
加
が
み
ら
れ

な
い
も
の
の
、
四
O
年
時
点
で
は
、
な
お
農
家
は
次
三
男
を
か
か
え
、
彼

ら
が
兼
業
従
事
者
の
主
力
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
五
O
年
に
は
、
次
三
男

は
他
出
す
る
傾
向
が
定
着
し
、
兼
業
従
事
者
は
農
業
後
継
者
層
ま
で
浸
透

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
「
労
力
不
足
」
の
も
と
で
の

畜
産
の
後
退
で
あ
る
。

五
O
年
以
降
、
複
合
部
門
の
主
力
た
る
園
芸
作
は
、
か
つ
て
の
複
合
部

門
が
、
い
わ
ば
水
稲
作
の
副
次
部
門
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
に
対
し
、

そ
の
労
働
集
約
的
な
性
格
の
故
に
、
労
働
投
入
時
間
で
み
る
限
り
、
も
は

や
稲
作
の
副
次
部
門
と
は
言
え
ず
、
園
芸
作
の
規
模
の
大
き
い
農
家
に
と

っ
て
は
、
経
営
の
主
力
部
門
と
な
っ
て
い
る
点
が
、
か
つ
て
の
複
合
部
門

と
の
大
き
な
相
違
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
複
合
部
門
に
こ
の
よ
う

な
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
る
の
は
、
米
麦
作
に
お
け
る
著
し
い
省
力
化
H

機
械
化
で
あ
る
。

さ
て
、
当
集
落
に
お
け
る
、
ぶ
ど
う
、
イ
チ
ゴ
作
は
、
水
回
転
作
作
目

と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
農
協
共
販
品
目
で
あ
る
。

佐
賀
平
坦
部
に
転
作
作
目
と
し
て
導
入
さ
れ
た
園
芸
作
目
と
し
て
、
イ
チ

ゴ
、
ナ
ス
(
い
ず
れ
も
施
設
園
芸
作
)
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
ぶ
ど
う
は

や
や
特
殊
で
あ
る
。

ぶ
ど
う
そ
の
も
の
は
、
転
作
作
目
と
し
て
は
、
補
助
金
交
付
対
象
と
は

な
ら
ず
、
練
ケ
里
で
は
成
木
に
な
る
ま
で
の
二
年
ほ
ど
の
問
、
大
豆
の
間

作
を
行
な
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
た
。
練
ケ
里
の
ぶ
ど
う
作
は
、
導
入
時

の
露
地
作
か
ら
始
ま
り
、
導
入
の
早
か
っ
た
農
家
は
多
く
が
施
設
作
(
加

温
ハ
ウ
ス
)
に
進
ん
で
い
る
(
一
四
戸
の
う
ち
八
戸
、
前
掲
第
4
表
参
照
)

0

露
地
作
の
ぶ
ど
う
の
場
合
、
出
荷
は
八
月
一
O
日
頃
始
ま
り
九
月
一
杯

と
な
る
。
加
温
の
場
合
、
加
温
の
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、
一

月
は
じ
め
か
ら
四
月
一
杯
の
加
温
で
、
五
月
中
旬
よ
り
出
荷
が
始
ま
り
六

月
一
杯
ま
で
続
く
。
出
荷
先
は
加
温
も
の
が
大
阪
(
五
O
%
)
、
東
京
(
二

五
%
)
、
広
島
、
北
九
州
、
福
岡
で
、
露
地
も
の
は
広
島
(
六
0
4
F
)

が

中
心
で
他
は
九
州
内
で
あ
る
と
い
う
。

大
阪
、
東
京
送
り
に
は
飛
行
機
が
利
用
さ
れ
、
陸
送
と
の
プ

l
ル
運
送

費
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
で
一
二
O
円
で
あ
る
。
仮
に
一

0
ア
ー
ル
当

た
り
出
荷
量
一
ご

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
こ
の
運
送
費
が
一
四
万
円
、

こ
れ
と
は
別
に
出
荷
資
材
費
を
も
含
め
た
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
物
財
費
は



加
温
栽
培
で
一
一
六
万
円
(
減
価
償
却
費
含
ま
ず
)
、
こ
の
う
ち
重
油
費

(

8

)

 

が
五
三
万
円
で
あ
る
。
ぶ
ど
う
作
は
経
費
の
か
さ
む
作
目
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
費
用
の
か
か
る
作
目
が
比
較
的
短
い
期
間
に
導
入
さ
れ
得
た

の
は
、
規
模
の
大
き
い
米
麦
作
と
し
て
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ

・つ
d
oイ

チ
ゴ
は
す
べ
て
当
初
よ
り
施
設
関
芸
作
で
あ
り
、
現
在
、
品
種
「
春

の
香
」
が
主
体
で
あ
る
が
、
最
近
は
出
荷
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
、
「
ハ

ル
ヨ
イ
」
、
「
レ
イ
コ
ウ
」
と
い
っ
た
品
種
を
新
た
に
導
入
し
組
み
合
わ
せ

て
栽
培
し
て
い
る
農
家
も
あ
っ
た
。
出
荷
先
は
九
割
ま
で
が
京
浜
で
あ
る

が
、
イ
チ
ゴ
の
場
合
も
一
部
に
飛
行
機
が
運
送
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
出
荷
は
一
一
月
の
中
旬
頃
よ
り
始
ま
り
四
月
ま
で
続
く
。

イ
チ
ゴ
の
プ

l
ル
運
送
費
は
三

0
0グ
ラ
ム
(
一
パ
ッ
ク
)
で
一
一
・

五
円
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
三

0
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
出
荷
し
た
場
合
、
一

一
・
五
万
円
の
負
担
で
あ
る
。
出
荷
資
材
費
こ
み
の
物
財
費
は
一

O
ア
|

〈

9
)

ル
当
た
り
で
、
七
九
万
円
で
あ
る
か
ら
、
経
営
費
は
ぶ
ど
う
(
加
温
)
ほ

ど
は
、
か
か
ら
な
い
。

同
じ
複
合
作
目
で
も
、
ぶ
ど
う
を
選
ぶ
か
、
イ
チ
ゴ
を
選
ぶ
か
は
、
こ

れ
ま
た
農
家
の
労
働
力
の
多
寡
に
か
か
っ
て
い
る
。
よ
り
労
働
時
間
の
か

(

川

〉

か
る
イ
チ
ゴ
(
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
一
五

O
O
t
二
0
0
0時
間
)
は
、

一
戸
当
た
り
農
従
者
が
三

t
四
人
の
農
家
に
採
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
労

働
時
聞
が
相
対
的
に
少
な
い
ぶ
ど
う
(
同
じ
く
、
露
地
で
四

O
O
t
五
O

(

日

)

0
時
間
、
ハ
ウ
ス
加
温
で
六

O
O
t
七
0
0時
間
)
は
、
農
従
者
二
名
で

も
導
入
は
可
能
で
あ
る
。

米
麦
作
の
年
間
労
働
は
、
麦
刈
り
、
田
植
え
と
続
く
六
、
七
月
と
、
稲

刈
り
、
麦
播
種
と
つ
づ
く
一

O
、
一
一
月
に
そ
の
投
入
の
ピ

l
ク
が
あ
る

た
め
、
複
合
部
門
は
、
こ
の
時
期
に
作
業
が
重
複
し
な
い
作
目
が
望
ま
し

い
。
ぶ
ど
う
の
場
合
、
六
月
に
加
温
作
で
収
穫
の
終
了
時
と
、
露
地
作
で

摘
粒
・
摘
一
房
一
作
業
が
田
植
え
と
若
干
競
合
し
、
イ
チ
ゴ
の
場
合
も
一
一
月

か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
収
穫
開
始
時
期
に
麦
播
種
作
業
と
競
合
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
時
期
の
労
働
は
、
な
ん
と
か
家
族
労
働
で
こ
な

し
う
る
範
囲
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
佐
賀
平
坦
部
は
米
麦
作
主
体
で
、
た
ま
ね
ぎ
等

を
除
い
て
園
芸
作
の
導
入
は
新
し
い
経
験
で
あ
り
、
ぶ
ど
う
、
イ
チ
ゴ
、

ナ
ス
い
ず
れ
も
が
先
進
県
で
あ
る
福
岡
県
よ
り
の
技
術
導
入
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
練
ケ
里
の
農
家
も
、
ぶ
ど
う
作
導
入
に
あ
た
っ
て
は
福
岡

県
の
田
主
丸
、
黒
木
、
広
川
町
な
ど
へ
視
察
に
赴
い
た
と
い
う
。
ぶ
ど
う

作
の
こ
れ
ら
の
産
地
は
、
い
ず
れ
も
標
高
の
あ
る
産
地
の
た
め
、
こ
の
技

術
を
そ
の
ま
ま
昼
夜
間
の
温
度
差
の
少
な
い
平
坦
部
に
導
入
し
た
場
合
、

果
実
の
色
付
き
が
悪
い
の
が
難
点
だ
っ
た
と
か
。
加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、

施
設
内
の
温
度
管
理
を
通
じ
て
こ
の
点
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
加

温
栽
培
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
現
在
で
は
、
他
か
ら
視
察
を
受
け
入
れ
る

産
地
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。

《
ノ

I
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
八
九



(単位:戸， %) 

(1) (2) (3) 
施設闘芸 (1)のうち，農産物(1)のうち，農産物(専1)のうち，専業・第 I
農家 販売額が，稲施設薗販売額が，務 l位 業・第 11種兼業農家

芸 l位で 2位ので施設園芸2位の 種兼業農家総数に占め
農家

((1)に対〕す
長家

((1)に対?
割合 る(1)の割合

る比率 る比率山由一犯i 似
85.5 7.4 

九州 28，589
1 

9，359 (32.7) I 5，134 (18.0) 92.8 7.1 

50 佐賀 1，8101 233 (12.9) I 691 (38.2) 92.7 5.3 

昭
都府県 185，198 56，474 (30.5) 22，311 (12.0) 9.3 

九州 36，640 14，254 (38.9) 4，631 (12.の 10.2 
55 

佐賀 3，179 830 (26. 1) 949 (29.9) 93.2 11. 5 

施設園芸農家の位置づけ第 7表

注. 1970年， 1980年『世界農林業センサス・経営部門別農家統計報告書』より作

成.

一
九
O

な
お
、
練
ケ
里
で
は
、
複
合
部
門
と
し
て
採
用
す
る
農
家
が
減
少
し
て

い
る
畜
産
で
あ
る
が
、
@
番
農
家
の
よ
う
に
、
い
ね
わ
ら
と
い
う
粗
飼
料

基
盤
(
自
給
で
き
な
い
部
分
は
、
稲
刈
受
託
、
い
ね
わ
ら
購
入
で
補
う
)

の
上
で
、
肥
育
牛
経
営
の
規
模
拡
大
を
は
か
つ
て
い
る
農
家
の
あ
る
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

最
後
に
、
練
ケ
里
で
み
た
よ
う
に
、
米
麦
作
と
の
複
合
部
門
と
し
て
主

力
と
な
っ
て
き
た
施
設
園
芸
作
に
つ
い
て
、
全
県
の
動
き
を
み
て
お
こ
う
。

第
7
表
に
示
し
た
セ
ン
サ
ス
の
数
字
で
は
、
昭
和
五

O
年
よ
り
五
五
年

に
か
け
て
、
佐
賀
県
に
お
け
る
施
設
園
芸
農
家
は
一
八
一

O
戸
よ
り
三
一

〔ロ)

七
九
戸
へ
増
加
し
て
い
る
し
、
食
品
流
通
局
調
べ
で
は
、
玉
六
年
三
九
一

八
戸
(
ガ
ラ
ス
室
設
置
農
家
除
く
)
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作
と
の
経
営
上

で
の
結
び
つ
き
も
強
く
、
施
設
園
芸
農
家
の
う
ち
農
産
物
販
売
額
で
、
施

設
園
芸
部
門
一
位
で
か
つ
稲
部
門
二
位
と
し
て
い
る
農
家
と
、
同
じ
く
稲

一
位
で
か
つ
施
設
園
芸
二
位
と
し
て
い
る
農
家
の
合
計
が
過
半
を
越
え
、

五
五
年
で
は
前
者
の
組
み
合
わ
せ
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

施
設
園
芸
農
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
業
を
所
得
確
得
の
主
た
る
源
泉
と

し
て
い
る
専
業
お
よ
び
第
I
種
兼
業
農
家
で
あ
る
。
こ
の
専
・

I
兼
農
家

総
数
に
占
め
る
施
設
園
芸
農
家
の
割
合
の
、
佐
賀
県
に
お
け
る
伸
び
率
は

高
く
、
昭
和
五

O
年
の
五
・
三
%
か
ら
五
五
年
の
一
一
・
五
%
ま
で
達
し
、

そ
の
後
の
施
設
園
芸
農
家
の
増
加
の
傾
向
か
ら
、
こ
の
比
率
は
現
在
で
は
、



さ
ら
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
こ
う
と

す
る
農
家
に
と
っ
て
、
米
麦
作
と
の
複
合
部
門
と
し
て
施
設
園
芸
の
位
置

づ
け
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
全
県
的
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

注
(

2

)

(

3

)

前
掲
『
村
と
農
家
の
あ
ゆ
み
』
、
第

I
部
「
練
ケ
里
に

お
け
る
農
家
の
就
業
構
造
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

4

)

麦
作
後
退
に
関
す
る
論
文
と
し
て
、
持
田
恵
一
ニ
「
麦
作
後
退

の
基
本
的
性
格
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
一
七
巻
第
二
、
三
号
)

が
あ
る
。

(

5

)

前
掲
『
村
、
と
農
家
の
あ
ゆ
み
』
、
第

I
部
お
よ
び
第

H
部
「
練

ケ
皇
の
歴
史
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

6

)

五
六
年
産
生
産
費
調
査
に
よ
れ
ば
、
九
州
、
一
五

O
t
二
O

0
ア
ー
ル
膚
の
調
査
対
象
農
家
(
一
七
戸
)
の
、
一

O
戸
当
た

り
の
主
な
農
業
機
械
の
所
有
台
数
は
、
耕
転
機
三
・
五
台
、
乗

用
ト
ラ
ク
タ
ー
一

0
・
一
台
(
う
ち
ニ

O
馬
力
以
上
七
・
二
台
)
、

田
植
機
八
・
四
台
(
う
ち
三
条
植
以
上
四
・
三
台
)
、
バ
イ
ン

ダ
ー
三
・
五
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
八
・
八
台
と
な
っ
て
い
る
。

(

7

)

注
(

2

)

に
同
じ
。

(

8

)

(

9

)

運
送
費
は
昭
和
五
七
年
、
物
財
費
は
五
六
年
、
い
ず
れ

も
牛
津
町
農
協
資
料
よ
り
。
な
お
物
財
費
は
農
協
に
よ
る
農
家

抽
出
調
査
。

(
旧
)
(
川
)
福
岡
県
農
政
部
『
福
岡
県
営
農
類
型
県
農
業
計
画
に

お
け
る
地
域
別
営
農
類
型

l
』
(
昭
和
五
六
年
三
月
)
に
よ
る
。

(
ロ
)
長
林
水
産
省
食
品
流
通
局
『
園
芸
用
ガ
ラ
ス
室
・
ハ
ウ
ス
等

設
置
状
況
』
に
よ
る
。

農
地
流
動
化
の
展
開

同
島
地
貸
借
・
作
業
受
委
託
の
状
況
と
展
開

第
己
表
に
、
練
ケ
里
に
お
け
る
農
地
貸
借
、
作
業
受
委
託
の
現
況
を
示

し
た
。
農
地
利
用
に
関
す
る
流
動
形
態
を
借
入
・
受
託
サ
イ
ド
で
み
る
と
、

賃
貸
借
・
閤
小
作
(
佐
賀
で
は
一
般
に
「
作
り
あ
げ
」
と
呼
ば
れ
る
)
一

二
戸
五
三
一
ア
ー
ル
、
全
作
業
・
機
械
作
業
受
託
四
戸
一
九
七
ア
ー
ル
、

部
分
作
業
受
託
四
戸
一
八
五
ア
ー
ル
で
あ
る
。
稲
作
に
関
す
る
限
り
、
当

集
落
は
い
わ
ゆ
る
間
小
作
リ
作
り
あ
げ
、
が
主
流
の
農
地
利
用
の
流
動
形
態

に
な
っ
て
い
る
の
で
や
の
る
。

作
り
あ
げ
と
は
、
陣
内
氏
(
佐
賀
大
学
)
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
あ
っ
て

は
短
期
的
な
農
民
相
互
間
の
農
地
貸
借
関
係
を
指
し
、
地
主
と
農
民
と
の

聞
の
小
作
関
係
と
区
別
す
る
意
味
あ
い
で
使
用
さ
れ
た
呼
称
だ
と
い
う
。

現
在
そ
れ
が
変
じ
て
、
当
集
落
に
お
い
て
は
王
規
に
届
出
を
し
な
い
賃
貸

借
の
総
称
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
事
例
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
概
し
て
次
の
よ
う
で
あ
る
。

作
り
あ
げ
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
地
主
が
耕
地
に
つ
い
て
の
一
切
の

権
利
と
義
務
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
産
米
の
出
荷
も
共
済
掛
金
も
名

《
ノ

l
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

九
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第B表所有耕地規模別・専兼別・経営形態別の賃貸借・作業受委託等の状況(昭和58年 2月現在)

、民三t性¥l¥¥-----.¥一¥ 関係形態 賃貸借・罰小作 期間借地のみ均 全作業・機械作業 部分作業 完全家匂自作

借 入 貸 付借入貸付受託委託受託委託良

戸長¥J戸) (a〉|(戸) (a )I(戸) (a〉l(戸) (a )I(戸~ ~)I(戸) (a )I(戸~ ~)I(戸) (a)1 (戸〉

2ha以上 18 5 182 2 171 3 194 152 92 152 4 1853) O O 7 

1 -2ha 18 5 299 2 214 3 407 O O 2 91 O O O O l∞ 9 

1 ha未満 15 50 3 65 O O 5 194 14 2 45 O O 2 85 4 

専業農家 20 6 357 O O 4 510 O O 92 O O 4 185 O O 10 

あとつぎ兼業 6 4 124 O O 60 O O 60 O O O O O 。 2 

兼業・老人農家 25 50 7 450 31 6 346 2 45 3 197 O O 3 185 B 

複 合 経 営 22 1 9 477 1 0 0 1 5 570 1 0 0 1 2 152 1 0 0 1 3 136 1 0 0 1 8 

12 単一経営 刊 29 1 2 54 1 7 4己01 1 31 1 6 3461 2 45 1 4 197 1 1 49 13 185 1 

注. 1) は表作の貸借はなく，裏作期間のみ貸借するものを指す.

2) は貸借・作業受委託・期間借地を一切しない農家を指す.

3) 1戸36aの農家は部分作業を各々別の 2農家に委託しているが，この欄では重複して数えていない.

4) 米麦二毛作も単一経営農家へ含められている
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事
例
も
存
在
す
る
。

収
益
の
配
分
は
、
収
量
の
折
半
(
五

O
対
五

O
)
で
あ
る
。
地
主
、
借

入
農
家
双
方
と
も
負
担
費
用
は
米
一
俵
相
当
と
見
積
も
ら
れ
る
か
ら
、
反

収一

O
俵
水
準
の
当
集
落
に
あ
っ
て
は
、
双
方
が
互
い
に
米
四
俵
余
の
所

得
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
収
益
配
分
基
準
は
借
入
農
家
に
と
っ
て
採

算
に
あ
う
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
あ
る
借
入
農
家
は
次
の
よ
う
に
説

明
し
た
。
米
作
だ
け
を
み
れ
ば
、
半
々
と
い
う
配
分
基
準
で
は
う
ま
み
は

な
い
が
、
裏
作
の
麦
収
入
を
楽
し
み
に
し
て
作
り
あ
げ
を
や
っ
て
い
る
、

と
。
当
集
落
の
ピ
l
ル
麦
平
均
反
収
は
三
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
物
材
費
と

し
て
肥
料
(
八

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
、
除
草
剤
(
了
五
本
)
等
計
一

O
千
円

余
か
か
る
と
み
て
も
、
手
取
り
四

O
千
円
余
が
借
入
農
家
の
ふ
と
こ
ろ
に

入
る
計
算
に
な
る
。
麦
価
の
良
さ
と
閏
場
整
備
・
技
術
の
向
上
に
よ
る
麦

作
収
量
の
安
定
化
が
、
農
家
の
借
入
欲
求
の
経
済
的
支
え
と
な
り
、
作
り

あ
げ
(
賃
貸
借
)
を
流
動
形
態
の
主
流
と
な
し
、
ま
た
折
半
と
い
う
高
地

代
水
準
を
継
続
さ
せ
て
い
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
だ
ろ
う
。

稲
作
の
賃
作
業
受
委
託
は
、
賃
貸
借
・
閤
小
作
に
比
べ
て
少
な
く
、
影

、
が
薄
い
。
そ
れ
は
、
受
託
農
家
に
と
っ
て
、
麦
作
収
入
を
見
込
め
ぬ
上
に
、

稲
作
の
経
営
者
余
剰
の
取
得
も
望
め
な
い
魅
力
の
劣
る
受
託
形
態
で
あ
る

と
い
う
受
託
側
の
事
情
が
一
方
に
あ
る
。
他
方
、
委
託
農
家
と
し
て
は
家

族
労
働
力
の
あ
る
限
り
、
投
資
効
率
を
度
外
視
し
て
も
農
機
具
を
そ
ろ
え
、

自
家
で
耕
作
し
た
い
と
い
う
気
持
も
強
い
。
賃
作
業
は
こ
う
し
た
受
託
、

委
託
農
家
双
方
の
思
惑
の
交
錯
す
る
狭
間
に
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
過

渡
的
・
一
時
的
と
い
う
性
格
が
い
つ
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

そ
こ
に
は
、
そ
の
成
立
を
強
く
希
望
す
る
農
家
群
が
、
つ
ね
に
層
と
し
て

固
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

裏
作
期
間
の
み
借
地
を
す
る
期
間
借
地
の
展
開
に
は
、
自
を
み
は
る
も

の
が
あ
る
。
作
り
あ
げ
の
裏
作
を
除
い
て
も
な
お
、
六
戸
六

O
一
ア
ー
ル

の
借
り
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
繁
盛
の
一
因
は
、
当
然
麦
作
収
入

の
好
調
さ
に
依
る
が
、
別
の
事
情
と
し
て
後
述
⑧
農
家
の
大
口
借
り
入
れ

が
影
響
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
農
地
利
用
の
流
動
諸
形
態
は
、
ど
の
よ
う
な
属
性
と
関

連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
8
表
に
よ
れ
ば
、
ど
の
形
態
に
お
い
て
も
、
概

し
て
上
層
・
専
業
・
複
合
経
営
に
は
、
借
入
・
受
託
が
、
下
層
・
兼
業
・

単
一
経
営
に
は
、
貸
付
・
委
託
が
多
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
程
度
を
知

る
た
め
に
、
第
B
表
の
戸
数
デ
l
タ
に
も
と
づ
き
、
賃
貸
借
・
闇
小
作
と

作
業
受
委
託
の
二
形
態
に
つ
い
て
、
属
性
相
関
係
数

f
値
を
算
出
す
る
と
、

(
日
)

次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
五
%
以
上
の
有
意
水
準
で
関
連
す
る
の
は
、
賃
貸

借
・
闇
小
作
に
つ
い
て
は
、
専
兼
別
、
経
営
形
態
別
で
あ
る
。
従
っ
て
、

賃
貸
借
・
闇
小
作
は
、
耕
地
階
層
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
度
合
は
少
な
く
、

む
し
ろ
農
業
労
働
力
の
質
と
量
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
作
業
受
委
託
は
、
い
ず
れ
の
属
性
に
も
左
右
さ
れ
る
度
合
が
少
な
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複
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農
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展
開

九



《
ノ
l
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
希
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
九
四

ぃ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
作
業
受
委
託
が
当
集
落
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ー
な
流

動
形
態
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
作
業
受
委
託
を
し
な
い
農
家
が
大
量
に
存
在

す
る
(
三
八
戸
)
た
め
だ
ろ
う
。
ま
た
、
耕
地
階
層
の
、
特
に
貸
付
け
に

お
い
て
明
瞭
な
階
層
差
が
な
い
の
は
、
貸
付
農
家
群
の
中
に
耕
地
所
有
規

模
の
大
き
い
兼
業
農
家
と
小
さ
い
兼
業
農
家
の
二
つ
の
タ
イ
プ
、
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
②
農
家
(
以
下
番
号
を
付
し
た
農
家
に
つ
い

て
は
、
後
掲
付
表
l
を
参
照
)
は
、
水
田
経
営
面
積
二
八
0
ア
ー
ル
で
集

落
内
二
番
目
に
大
き
い
農
家
で
あ
る
。
前
世
帯
主
が
若
死
に
し
農
業
労
働

力
の
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
と
つ
ぎ
息
子
(
現
在
三
六
歳
〉
は
し
ば

ら
く
農
業
従
事
の
後
会
社
勤
務
へ
と
転
職
し
た
。
そ
れ
故
に
、
昭
和
五

O

年
以
前
か
ら
漸
次
委
託
を
始
め
、
現
在
は
作
り
あ
げ
一
三
一
ア
ー
ル
、
全

作
業
委
託
九
二
ア
ー
ル
、
期
間
借
地
六
0
ア
ー
ル
の
、
大
口
貸
付
農
家
に

な
っ
て
い
る
。

第
9
表
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
流
動
形
態
別
に
社
会
関
係
の
特
徴
を
み

て
お
こ
う
。
ま
ず
、
間
柄
で
は
、
賃
貸
借
・
闇
小
作
で
は
一

C
件
三
九
四

ア
ー
ル
(
六
二
%
)
、
期
間
借
地
で
は
九
件
三
九
八
ア
ー
ル
(
六
二
%
)

が
他
人
間
の
貸
借
・
受
委
託
で
あ
っ
た
が
、
賃
作
業
の
他
人
間
で
行
わ
れ

る
の
は
二
件
一
一
四
ア
ー
ル
合
二
%
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
農
地
貸
借

に
つ
い
て
は
他
人
間
の
、
い
わ
ば
市
場
ベ

l
ス
の
取
引
が
成
立
し
て
い
る

の
に
対
し
、
賃
作
業
に
つ
い
て
は
親
戚
相
互
間
の
助
け
あ
い
的
心
情
が
作

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
賃
貸
借
・
閤
小
作
の
他

人
間
取
引
の
内
、
三
件
一

O
二
ア
ー
ル
は
農
地
改
革
時
の
地
主
留
保
の
残

存
小
作
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
差
し
引
け
ば
、
そ
れ
ら
は
総
数
一
五
件

五
二
九
ア
ー
ル
、
切
っ
ち
他
人
間
取
引
は
七
件
二
九
二
ア
ー
ル
(
五
五
%
)
、

に
低
下
す
る
。
賃
貸
借
・
閉
小
作
は
、
期
間
借
地
に
比
べ
市
場
ベ

l
ス
で

割
り
切
れ
ぬ
な
に
も
の
か
を
宿
し
て
い
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
農
地
利
用
の
流
動
形
態
と
集
落
の
関
係
で
あ
る
。
集
落
内
の
者

同
志
の
取
引
は
、
経
貝
貸
借
一
一
件
四
五
九
ア
ー
ル
(
七
三
%
)
、
期
間
借

地
七
件
一
二
一
一
ア
ー
ル
(
四
九
%
)
、
賃
作
業
八
件
四
一
八
ア
ー
ル
(
一

0
0
%
)
と
な
り
、
稲
作
業
に
お
い
て
は
集
落
内
で
の
取
引
が
支
配
的
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。
と
こ
ろ
で
、
期
間
借
地
で
の
集
落
外
と
の
取
引
の
多

さ
は
、
⑧
農
家
の
特
異
な
活
動
の
結
果
で
あ
る
。
⑧
農
家
は
水
田
経
営
面

積
一
九
三
ア
ー
ル
経
営
主
(
二
八
歳
)
夫
婦
、
親
夫
婦
の
四
人
の
農
業
専

従
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
経
営
は
、
基
幹
部
円
で
あ
る
肥
育
牛

飼
育
(
年
間
出
荷
一
政
数
二
一

o
l四
O
頭
)
、
米
、
麦
、
そ
し
て
玉
ね
ぎ
(
四

0
ア
ー
ル
)
、
で
あ
る
。
そ
の
技
術
水
準
と
農
業
所
得
か
ら
い
っ
て
、
当

農
協
管
内
有
数
の
農
家
と
言
え
よ
う
。
当
家
の
期
間
借
地
は
、
肥
育
牛
の

粗
飼
料
確
保
の
た
め
、
水
田
利
用
再
編
の
水
田
を
借
り
受
け
、
牧
草
を
栽

培
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
裏
作
の
ピ
l
ル

麦
ま
で
水
田
を
貸
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
七

件
三
一
六
ア
ー
ル
の
期
間
借
地
と
、
一
件
一
八
ア
ー
ル
の
作
り
あ
げ
(
た

だ
し
、
地
主
は
「
期
間
借
地
の
み
」
六
二
ア
ー
ル
も
当
家
へ
貸
し
付
け
)



第9表農地利用の流動形態別諸社会関係とその変遷

¥¥ ! 社会関係とその変遷

¥¥ | 関 連 農 地 | 間 柄 ;f宮子の居住地 ! 昭和50年時からの変遷

¥ |品叫号L I 0;; """ = 1 ""， "'" ""  I M. "~I "'-ft-.-h"" I_.<r"'~， I-L" _ I他形態から|流動 ¥ |件数計 面 積 計 l親戚間 J 他人間 l集落内問|集落外者とi存 続 I~;~~/J~Y/I新たに生起、¥ |打部川 ll-D-l '1s'1. Ftl I}f'A fib-¥I Il=Ij 1 Il!:.o /..... 11=IJ i -;7I<:::(-6".....:I II=IJ 1~(-ff /IIß c... 1 tr 11')1..1 I転化り | 

形態 ¥¥  (14) ¥ ( a ) I(件)(a) I(件)(a)!C件)(a)|附 (a)I(件)(a) I(件)(a) I(件)(a) 

賃貸借・関小作 18 631 8 (237) 110 (394) [11 (459) I 7 (172) 111 (ω2) 1 4 (271) I 3 ( 58) 

(うち賃貸借届出済) I 2 52 I o ( 0) I 2 ( 52) I 0 ( 0) I 2 ( 52) I 2 ( 52) I 0 ( 0) I 0 ( 0) 

期間借地2) 14 637 5 (239) I 9 (州 I7 (312) I 7 (むの 114(637) 

作りあげの裏作届出り 4 217 I 2 (101) I 2 (116) 14(217) I 0 ( 0) I I 4 (217) 

(うち利用増進届出川 14 676 1 6 (制)I 8 (372) 1 9(413) I 5 (刈 1 14(676)

全作業・機械作業 '1 197 I 3 (183) I 1 ( 14) I 4 (197) I 0 ( 0) I 2 (106) I 1 ( 31) I 1 (ω) 

部分作業 4 22I  3 (121) I 1 (100) I4 (221) I 0 ( 0) i 2 (149) I 1 ( 36) I 1 (36) 

注(1) 1) 他形態から転化のうち，賃貸借・闇小作のうち 3件は昭和50年時全作業受委託，また l件は賃作業受委託から，全作
業の l件は部分作業受委託から展開したもの.他方，部分作業の I併ニは昭和50年時全作業受委託であったものを部分作
業受委託 2件へ左分けたものであるー

2) 期間借地には，裏作期間のみ貸借する期間借地のみの外に，表作は機械作業の受委託をし，裏作を期間借地するもの
が含まれる.

3) 作りあげの菜作届出とは，実態は作りあげなのだが，期間借地としてのみ届出をして，農用地利用増進事業にのせた
ものを指す.

(2) 昭和50年調査時，貸借・部分作業受委託など，なんらかの流動形態での耕作がされていたが，昭和58年調査時にはその関
係が解消されていた農地件数(農家単位毎に)を下に記す(流動形態・関係相手の変化は含めず).

部分作業が解消され自作化=4件 260 a 
全作業・機械作業の中止または転用等による減少=3件 81a
残存小作地の解消=3件 59a 

l-K同
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
九
六

を
行
な
っ
て
い
る
。
期
間
借
地
七
戸
の
内
、
五
戸
二
五
九
ア
ー
ル
(
八
二

%
)
ま
で
を
集
落
外
か
ら
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
。

期
間
借
地
の
条
件
は
、
佐
賀
平
野
一
般
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
一

0

ア
ー
ル
当
た
り
肥
料
二
俵
を
入
れ
耕
起
し
て
返
す
の
で
あ
る
。
⑧
農
家
の

場
合
、
特
に
堆
肥
が
相
当
入
る
こ
と
に
な
る
。
外
に
、
特
異
な
の
は
期
間

借
地
の
内
五
件
二

O
七
ア
ー
ル
に
つ
い
て
稲
刈
作
業
を
⑫
農
家
が
引
き
受

け
、
代
わ
り
に
稲
わ
ら
を
粗
飼
料
と
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

所
有
地
を
す
べ
て
売
却
し
、
残
存
小
作
地
五

0
ア
ー
ル
の
み
を
経
営
す
る

⑭
農
家
の
、
そ
の
残
存
小
作
地
か
集
落
外
の
地
主
か
ら
⑧
農
家
へ
期
間
借

地
と
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
た
の
も
、
表
作
を
す
る
⑭
農
家
と
裏
作
を
す
る

⑧
農
家
と
の
、
稲
機
械
作
業
稲
わ
ら
供
与
・
裏
作
と
い
う
互
恵
関
係
が
成

立
し
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
。

⑧
農
家
の
父
は
、
当
家
が
こ
の
よ
う
に
期
間
借
地
を
集
め
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
非
常
に
幸
運
で
あ
り
、
皆
に
成
也
謝
し
て
い
る
、
と
一
言
う
。
従

っ
て
、
盆
・
暮
に
は
地
主
へ
あ
い
さ
っ
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
管
内
で

も
精
農
で
通
る
農
協
推
せ
ん
の
あ
と
つ
ぎ
息
子
と
、
集
落
の
役
職
を
歴
任

し
、
人
柄
の
良
さ
を
知
ら
れ
た
父
親
と
の
、
地
域
に
お
け
る
信
用
に
よ
り

始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

な
お
、
期
間
借
地
に
お
け
る
麦
共
済
掛
金
の
負
担
は
、
借
り
入
れ
し
た

⑧
農
家
が
支
払
う
。
た
だ
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
乗
せ
て
い
な
い
ヤ

ミ
期
間
借
地
(
二
件
一
一
一
一
ア
ー
ル
)
の
そ
れ
は
、
地
主
名
義
で
実
際
上

⑫
農
家
が
支
払
っ
て
い
る
。

昭
和
五

O
年
調
査
時
か
ら
の
変
遷
を
た
ど
る
時
、
流
動
形
態
に
よ
る
相

異
が
目
に
つ
く
。
ま
ず
、
賃
貸
借
・
閤
小
作
は
倍
増
し
て
い
る
。
五

O
年

時
点
に
存
在
し
、
以
降
解
消
さ
れ
た
小
作
関
係
は
、
僅
か
に
残
存
小
作
地

三
件
五
九
ア
ー
ル
の
み
で
あ
る
。
解
約
後
、
い
ず
れ
も
耕
地
は
地
主
に
帰

属
し
、
離
作
料
も
支
払
わ
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
小
作
料
を

無
料
(
二
件
)
な
い
し
法
定
小
作
料
(
一
件
〉
の
低
い
水
準
に
抑
え
長
期

間
貸
し
付
け
て
い
た
見
返
り
と
し
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
専
業
農
家
①
が

恒
常
勤
務
農
家
⑧
か
ら
残
存
小
作
地
二
七
ア
ー
ル
を
昭
和
五
五
年
に
引
き

揚
げ
た
時
は
、
と
う
で
あ
る
。
早
く
(
五
年
以
上
前
)
か
ら
①
は
、
@
へ

申
し
込
ん
だ
。
自
家
の
次
男
(
当
集
落
に
家
屋
敷
の
み
構
え
、
勤
め
に
出

て
い
る
)
に
将
来
困
を
分
け
て
や
り
た
い
の
で
返
却
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

そ
れ
に
対
し
て
⑨
は
、
返
す
こ
と
は
返
す
が
、
息
子
が
高
校
を
卒
業
す
る

ま
で
待
っ
て
も
ら
い
た
い
、
離
作
料
は
い
ら
な
い
、
と
返
答
し
た
。
そ
し

て
、
歳
月
、
が
流
れ
、
返
答
が
実
行
に
移
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
現
在
当
集
落
に
あ
る
残
存
小
作
地
は
三
件
一

O
二
ア
ー
ル

に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
一
五
件
五
二
九
ア
ー
ル
は
、

す
べ
て
作
り
あ
げ
で
あ
る
。
う
ち
、
五

O
年
時
点
に
も
存
在
し
た
も
の
八

件
二

0
0
ア
ー
ル
、
他
形
態
か
ら
転
化
し
た
も
の
四
件
二
七
一
ア
ー
ル
、

新
た
に
発
生
し
た
も
の
三
件
五
八
ア
ー
ル
、
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
部
分

作
業
か
ら
の
転
換
に
よ
り
作
り
あ
げ
、
が
拡
大
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。



次
に
、
期
間
借
地
は
昭
和
五

O
年
時
点
で
な
か
っ
た
か
ら
、
以
降
急
増

し
た
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
賃
作
業
受
委
託
は
停
滞
し
て
い
る
。

現
在
の
全
作
業
・
機
械
作
業
受
委
託
四
件
一
九
七
ア
ー
ル
の
う
ち
、
五

O

年
以
降
に
形
態
転
化
や
新
規
発
生
し
た
も
の
計
二
件
九
一
ア
ー
ル
(
四
六

%
)
と
流
入
は
一
応
多
い
。
し
か
し
、
逆
に
三
件
一
六
七
ア
ー
ル
は
作
り

あ
げ
て
一
件
一
ニ
六
ア
ー
ル
は
部
分
作
業
へ
転
化
し
、
ま
た
三
件
八
一
ア

ー
ル
も
中
止
ま
た
は
転
用
等
に
よ
り
純
粋
に
減
少
し
て
い
る
。
差
し
引
き

す
れ
ば
、
減
少
傾
向
に
あ
る
流
動
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
は
、
部
分
作
業
受
委
託
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
全
作
業
受

委
託
一
件
三
六
ア
ー
ル
が
二
分
割
さ
れ
参
入
し
た
例
の
外
に
は
、
増
加
分

は
な
い
。
五

O
年
時
か
ら
現
在
ま
で
部
分
作
業
形
態
で
続
い
て
い
る
も
の

二
件
一
四
九
ア
ー
ル
、
全
作
業
・
機
械
作
業
へ
の
転
化
一
件
三
一
ア
ー
ル
、

借
手
を
変
え
作
り
あ
げ
へ
の
転
化
一
件
一

O
四
ア
ー
ル
、
受
委
託
が
解
消

さ
れ
自
作
化
し
た
も
の
四
件
二
六

0
ア
ー
ル
、
と
な
っ
て
、
受
委
託
深
化

と
自
作
化
と
の
両
形
態
へ
の
分
化
が
激
し
い
。
賃
作
業
の
過
渡
的
・
一
時

的
な
性
格
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
農
地
利
用
の
流
動
形
態
の
具
体
的
姿
を
受
託
側
と
委
託
側
の

典
型
事
例
に
つ
い
て
眺
め
て
お
こ
う
。

①
農
家
は
、
水
田
経
営
三
二
ハ
ア
ー
ル
の
専
業
農
家
で
あ
る
。
現
在
、

遠
縁
に
あ
た
る
恒
常
勤
務
農
家
②
か
ら
作
り
あ
げ
六

0
ア
ー
ル
と
期
間
借

地
九
二
ア
ー
ル
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
期
間
借
地
分
の
表
作
は
、
機
械
作

業
の
み
賃
作
業
受
託
し
て
い
る
。
昭
和
五

O
年
当
時
こ
の
農
家
か
ら
六

0

ア
ー
ル
の
全
作
業
受
託
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
深
化
・
拡
大
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
機
械
作
業
料
金
は
農
協
協
定
賃
金
に
準
じ
て
い
る
。

こ
の
外
に
、
共
に
親
戚
で
は
な
い
が
、
老
人
農
家
⑧
か
ら
期
間
借
地
を
五

二
ア
ー
ル
、
同
じ
く
恒
常
勤
務
農
家
⑭
か
ら
賃
刈
り
一

0
0
ア
ー
ル
を
受

け
て
い
る
。
昭
和
五

O
年
時
点
で
は
、
①
農
家
は
両
者
か
ら
各
々
賃
耕
を

し
て
お
り
、
そ
の
繋
が
り
の
形
態
は
異
な
る
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
五

O
年
時
に
は
、
こ
れ
以
外
に
三
戸
一
五
五
ア
ー

ル
の
賃
耕
を
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
農
家
は
そ
の
後
各
々
に
自
作
化
し
て
、

そ
の
関
係
を
解
消
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

①
農
家
の
借
入
・
受
託
形
態
は
多
様
で
、
ケ
ー
ス
・
パ
イ
・
ケ
l
ス
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
一
定
の
過
去
の
経
過
が
存
在
し
て
い

た
。
あ
る
い
は
戦
前
の
地
主
で
、
現
世
帯
主
(
四
一
歳
)
の
父
が
農
業
委

員
に
就
く
名
円
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
集
積
の
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

'ν
 

⑧
農
家
は
、
所
有
耕
地
一
一
三
ア
ー
ル
の
恒
常
勤
務
農
家
で
あ
る
。
前

世
帯
主
が
比
較
的
若
く
亡
く
な
り
、
農
業
労
働
力
の
劣
弱
化
し
た
た
め
に
、

昭
和
五

O
年
時
に
は
既
に
な
ん
ら
か
の
形
態
で
全
面
積
を
委
託
に
出
し
て

い
た
。
現
世
帯
主
夫
婦
は
共
稼
ぎ
で
勤
め
に
出
て
お
り
、
全
面
積
委
託
の

体
制
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
委
託
先
は
一
部
変
遷
し
て
い

る
。
遠
縁
の
専
業
農
家
③
へ
作
り
あ
げ
に
出
し
て
い
る
四
四
ア
ー
ル
は
、

《
ノ
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
九
七
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昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
九
八

五
O
年
時
に
委
託
し
て
い
た
恒
常
勤
務
農
家
⑫
か
ら
切
り
替
え
た
結
果
で

あ
る
。
親
戚
で
は
な
い
専
業
農
家
⑫
へ
作
り
あ
げ
に
出
す
一
二
八
ア
ー
ル
は
、

五
O
年
時
に
は
賃
作
業
形
態
で
専
業
農
家
⑨
へ
頼
ん
で
い
た
の
だ
が
、
⑧

農
家
が
観
葉
植
物
の
施
設
園
芸
を
手
が
け
、
作
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
五

五
年
か
ら
現
在
の
相
手
に
切
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
残
る
二
件
二
八
ア

ー
ル
の
作
り
あ
げ
は
、
形
態
、
相
手
と
も
五

O
年
時
と
変
わ
り
が
な
い
。

た
だ
し
、
一
件
三
ア
ー
ル
は
イ
チ
ゴ
の
首
床
に
利
用
さ
れ
て
い
て
料
金
を

も
ら
わ
ず
、
残
り
一
件
二
五
ア
ー
ル
は
肥
料
・
農
薬
代
を
地
主
が
負
担
す

る
作
り
あ
げ
の
形
態
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
親
戚
の
専
業
農
家
⑬
、

後
者
は
親
戚
で
な
い
専
業
農
家
で
、
か
つ
四
件
の
中
で
唯
一
つ
集
落
外
の

農
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
り
あ
げ
に
お
い
て
貸
付
相
手
を
変
え
た

⑧
農
家
の
動
き
は
、
こ
の
集
落
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
る
。
作

り
あ
げ
に
お
い
て
は
、
賃
作
業
か
ら
の
形
態
転
化
と
い
う
過
去
の
経
過
を

含
め
、
そ
の
貸
借
関
係
の
継
続
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
う

し
た
信
頼
関
係
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

農
地
貸
借
の
役
場
へ
の
届
出
状
況
に
つ
い
て
、
第
9
表
は
、
流
動
形
態

に
よ
っ
て
極
端
な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
賃
貸
借
・
関
小
作

欄
に
お
い
て
、
農
地
法
に
よ
る
賃
貸
借
の
届
出
を
し
た
も
の
二
件
五
二
ア

ー
ル
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ
る
利
用
機
設
定
し
た
も
の

O
件
、
で

あ
る
。
賃
貸
借
は
ご
件
と
も
残
存
小
作
地
を
届
出
た
も
の
で
あ
る
。
利
用

権
設
定
は
実
際
に
は
一
五
件
五
二
九
ア
ー
ル
の
貸
借
が
あ
り
な
が
ら
、
届

出
ら
れ
ず
、
す
べ
て
が
作
り
あ
げ
リ
闇
小
作
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

他
方
、
裏
作
の
み
期
間
借
地
す
る
も
の
一
四
件
六
三
七
ア
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
期
間
借
地
と
し
て
届
出
た
も
の
一

O
件

四
五
九
ア
ー
ル
と
な
っ
て
、
届
出
面
積
割
合
は
七
二
%
に
達
す
る
。
設
定

期
間
は
す
べ
て
六
年
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
集
落
の
農
家
は
、
期
間
借
地

の
公
認
に
つ
い
て
は
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
く
、
む
し
ろ
奨
励
金
を
確
保
し
よ

う
と
積
極
的
姿
勢
で
対
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

期
間
借
地
と
は
対
照
的
な
、
こ
の
農
地
の
(
通
年
)
貸
借
の
届
出
割
合

の
悪
さ
お
よ
び
一
般
に
貸
借
の
進
ま
な
い
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も

の
だ
ろ
う
か
。
農
家
、
町
農
業
委
員
会
、
県
庁
農
政
課
の
意
見
を
総
合
す

る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

的
農
地
貸
付
け
に
よ
り
、
農
地
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
貸
付
農
家
の
危
倶
感
、
そ
れ
は
届
け
出
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
で

一
層
大
き
く
な
る
。

制
水
田
利
用
再
編
対
策
で
集
団
転
作
す
れ
ば
、
当
地
域
の
場
合
、
基
本

額
五
八
・

O
千
円
、
計
蘭
加
算
七
・
九
千
円
、
団
地
化
加
算
一

0
・
。

千
円
、
互
助
補
償
県
補
助
五
・

O
千
円
、
合
計
八

0
・
九
千
円
を
取
得

で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
標
準
小
作
料
は
四
四
・

O
千
円
で
、
町
農
業

委
員
会
は
小
作
料
を
標
準
小
作
料
の
三
割
以
上
に
つ
け
る
こ
と
を
認
め

て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
貸
付
候
補
農
家
は
貸
し
付
け
る
よ
り
、
転
作
し



て
捨
て
耕
作
し
た
方
が
有
利
と
な
る
。

付
稲
反
収
の
高
い
地
域
で
は
、
農
地
貸
付
け
に
よ
る
地
代
よ
り
も
、
賃

作
業
委
託
に
出
し
作
業
料
金
を
支
払
い
労
賃
控
除
し
た
残
余
の
方
が
大

き
く
な
る
。
従
っ
て
、
貸
付
候
補
農
家
は
極
力
賃
作
業
で
済
ま
せ
よ
う

と
し
、
農
地
貸
付
け
ま
で
歪
ら
な
い
。

判
農
地
を
貸
し
付
け
、
農
業
を
止
め
た
ら
、
貸
付
農
家
は
、
農
業
者
年

金
の
諸
資
格
を
失
う
。

(ホ)

同
様
に
農
業
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
前
一
括
贈
与
の
特
例
を

受
け
ら
れ
な
い
。

所
得
税
に
対
す
る
危
倶
が
、
借
手
、
貸
手
双
方
と
も
に
強
い
。
借
手

の
場
合
、
概
し
て
経
営
面
積
の
大
き
い
農
家
が
多
い
の
で
、
経
営
耕
地

の
借
入
れ
に
よ
る
追
加
は
、
課
税
に
直
結
し
易
い
。
例
え
ば
、
農
協
中

央
会
に
よ
る
モ
デ
ル
試
算
だ
と
、
家
族
構
成
五
人
、
自
作
地
ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
専
業
農
家
が
、
外
に
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
り
入
れ
、
そ
こ

に
米
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
て
、
三

O
O万
円
の
所
得
を
得
た
場
合
、

四
・
八
万
円
の
課
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
借
入
農
家
に

と
っ
て
は
、
闇
小
作
に
し
て
お
く
方
が
有
利
で
あ
る
。
貸
手
農
家
に
と

っ
て
も
や
は
り
課
税
の
心
配
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
貸
手
が
概
し
て
得
て

い
る
兼
業
所
得
の
上
に
、
小
作
料
が
経
費
の
い
ら
な
い
純
所
得
と
し
て

加
算
さ
れ
る
こ
と
か
ら
起
き
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
農
協
中
央
会
の
試

算
モ
デ
ル
事
例
は
、
年
間
三
八

O
万
円
の
給
与
所
得
を
得
る
家
族
四
名

村

の
共
働
き
農
家
で
、
こ
の
兼
業
農
家
が
、
所
有
水
田
五

0
ア
ー
ル
を
自

作
す
れ
ば
経
費
枇
守
を
控
除
さ
れ
て
課
税
額
は
負
に
な
る
が
、
一

0
ア
ー

ル
当
た
り
四
・
四
万
円
で
貸
す
と
、
三
万
円
の
課
税
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
貸
手
農
・
家
に
と
っ
て
、
六
年
契
約
で
総
額
一

O
万
円
、
一
年
当

た
り
了
七
万
円
の
利
用
増
進
奨
励
金
を
受
け
て
も
、
課
税
額
の
方
が

大
き
く
割
に
あ
わ
な
い
。
大
口
の
貸
付
兼
業
農
家
に
お
い
て
、
頭
小
作

形
態
を
と
る
必
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
。

同
農
地
売
買
の
動
向

昭
和
五
一
年
以
降
の
七
年
間
に
、
農
地
の
農
地
と
し
て
の
売
買
三
件
六

五
ア
ー
ル
、
転
用
売
却
に
と
も
な
う
農
地
の
代
替
地
購
入
一
件
三
九
ア
ー

ル
、
転
用
売
却
四
件
八
四
ア
ー
ル
、
外
に
当
集
落
へ
の
転
入
に
よ
る
屋
敷

地
お
よ
び
家
屋
敷
の
売
買
が
二
件
あ
っ
た
。
賃
貸
借
・
間
小
作
の
活
発
な

動
き
に
比
べ
て
、
量
的
に
少
な
い
こ
と
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
農

地
の
農
地
と
し
て
の
売
買
自
体
は
、
昭
和
四

0
1四
四
年
四
件
六
二
ア
ー

ル
、
四
五

t
五

O
年
二
件
二
三
ア
ー
ル
、
同
様
に
代
替
地
購
入
は
、
一
件

三
三
ア
ー
ル
、

O
件
、
で
あ
っ
た
か
ら
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
の
が
や
や

も
ち
直
し
た
こ
と
に
な
る
。
農
地
の
農
地
と
し
て
の
売
買
が
や
や
活
発
化

し
た
の
は
、
恒
常
勤
務
農
家
@
が
昭
和
五
四
年
に
所
有
地
五
五
ア
ー
ル
を

一
挙
に
売
却
し
た
結
果
で
あ
る
。
家
建
築
資
金
や
教
育
資
金
等
に
よ
り
農

協
に
た
ま
っ
た
負
債
を
整
理
す
る
た
め
で
あ
る
。
当
初
、
農
協
は
弟
で
あ

《
ノ
I
卜
》

昭
和
玉

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

一
九
九



《
ノ
l
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

二

O
O

る
恒
常
勤
務
農
家
@
へ
声
を
か
け
た
が
、
断
わ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
当
時
の

区
長
④
農
家
の
口
添
え
も
あ
り
、
隣
接
田
の
持
主
で
、
あ
と
つ
ぎ
兼
業
農

家
の
⑧
農
家
へ
話
が
も
ち
込
ま
れ
た
。
⑧
農
家
は
全
面
積
を
買
う
こ
と
に

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
晩
の
内
に
隣
町
三
日
月
の
農
家
が
直
接
@
農
家

へ
よ
り
高
値
で
の
買
い
取
り
を
申
し
出
た
。
こ
の
水
田
は
三
日
月
町
に
所

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
農
協
の
調
停
の
結
果
、
⑧
農
家
へ
三
五
ア
ー
ル
、

三
日
月
の
農
家
へ
二
五
ア
ー
ル
に
分
け
、
買
値
は
二
者
の
言
い
値
の
間
を

と
り
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
一
七

O
万
円
、
一
八

O
万
円
に
落
ち
着
い
た
。

前
者
の
値
、
が
低
い
の
は
、
そ
の
水
田
の
水
利
と
道
の
便
が
惑
い
た
め
で
あ

る
。
⑧
農
家
の
言
に
よ
れ
が
、
農
地
の
購
入
は
購
入
し
よ
う
と
思
っ
て
も

通
常
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
売
り
も
の
が
出
た
場
合
に
は
一
刻
の
猶
予

も
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
農
地
の
農
地
と
し
て
の
売
買
の
三
件
目
は
、
同
じ
⑧
農
家
が
三

日
月
に
所
在
す
る
別
の
水
田
一

0
ア
ー
ル
を
昭
和
五
七
年
に
親
戚
で
は
な

い
三
日
月
の
専
業
農
家
へ
ニ
ニ

O
万
円
で
売
っ
た
事
例
で
あ
る
。
離
れ
た

回
で
、
回
越
し
濯
瓶
と
い
う
わ
ず
ら
わ
し
さ
に
よ
り
手
放
し
た
も
の
で
、

農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
で
売
っ
て
い
る
。

代
替
地
購
入
は
、
自
営
業
農
家
⑫
が
、
建
設
業
者
に
国
道
沿
の
回
二
四

ア
ー
ル
を
売
却
し
、
代
替
地
を
隣
町
芦
刈
に
三
九
ア
ー
ル
求
め
た
も
の
で

あ
る
。
昭
和
五
六
年
時
で
、
前
者
は
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
万
二
千
円
、

後
者
は
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
三

O
O万
円
位
、
で
あ
っ
た
。

残
る
転
用
売
却
三
件
の
う
ち
二
件
は
、
昭
和
五
三
年
に
転
入
企
業
へ
各

一
0
ア
ー
ル
、
一
一
一
一
ア
ー
ル
を
売
却
し
た
も
の
で
、
共
に
一
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
九

O
七
五
円
、
後
者
に
は
県
会
議
員
の
仲
介
が
入
っ
た
。
も
う

一
件
は
、
昭
和
五
七
年
に
あ
る
恒
常
勤
務
農
家
が
、
家
建
築
資
金
等
の
た

め
宅
地
分
譲
業
者
へ
国
道
近
く
の
回
二
八
ア
ー
ル
を
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
一
万

O
玉
O
O円
で
売
却
し
た
例
で
あ
る
。
売
手
農
家
は
転
用
売
却

す
る
旨
集
落
へ
通
知
に
来
、
そ
の
承
諾
を
求
め
た
。
昭
和
四
四
年
に
始
め

て
転
用
売
却
が
こ
の
集
落
で
起
き
た
時
、
無
断
で
行
な
わ
れ
た
た
め
部
落

費
反
当
割
等
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際

「
今
後
農
地
の
耕
作
用
外
に
売
渡
す
時
は
地
主
よ
り
村
方
へ
申
出
で
て
、

村
方
、
地
主
、
買
主
と
話
し
合
っ
て
濯
概
費
、
部
落
負
担
金
其
他
部
落
の

要
望
を
承
認
し
て
も
ら
う
様
に
す
る
。
其
度
ご
と
に
部
落
で
案
を
つ
く
っ

て
話
合
い
を
す
る
」
と
部
落
で
取
り
決
め
が
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
町

農
業
委
員
会
も
集
落
の
同
意
の
な
い
転
用
売
買
は
認
め
な
い
方
針
で
あ
る
。

こ
の
例
の
場
合
、
部
落
費
反
別
割
等
の
負
担
の
外
に
、
買
手
の
分
譲
業
者

は
集
落
側
の
要
望
に
沿
っ
て
、
次
の
よ
う
な
誓
約
書
を
差
し
入
れ
て
い
る
。

練
ケ
里
区
殿誓

約

書

一
、
便
所
は
吸
取
式
に
す
る

て
生
活
排
水
は
土
壌
式
毛
管
浄
化
装
置
に
て
処
理
す
る

一
、
地
下
濃
概
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
工
事
中
の
故
障
は
修
理
負
担
す
る



一
、
宅
地
の
下
に
な
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
宅
地
外
に
移
設
す
る

一
、
宅
地
と
水
路
の
境
は
護
岸
を
し
て
フ
ェ
ン
ス
を
張
る

て
宅
地
と
回
の
境
は
宅
地
内
に
側
溝
を
作
り
宅
地
の
水
が
回
に
入
ら

な
い
様
に
す
る

て
農
道
に
駐
車
し
た
り
資
材
等
を
置
か
ぬ

一
、
入
居
者
の
方
に
部
落
の
行
事
や
し
き
た
り
に
参
加
す
る
様
要
望
す

る
て
農
作
業
中
の
機
械
の
騒
音
や
農
薬
散
布
等
に
苦
情
を
言
わ
な
い

一
、
水
路
及
び
周
辺
の
農
地
に
空
缶
や
ピ
ン
類
ビ
ニ
ー
ル
等
を
捨
て
な

L
V
 

一
、
画
場
整
備
の
負
担
金
は
一
括
払
と
す
る
事

て
そ
の
他
問
題
点
が
起
き
た
場
合
は
双
方
話
し
合
い
の
上
こ
れ
を
解

決
す
る

以
上
要
望
に
対
し
て
は
責
任
持
っ
て
行
な
う
事
を
誓
約
致
し
ま
す
。

昭
和
五
入
年
一
月
一

O
日

企
業
代
表
取
締
役
名
園

(
突
物
は
横
書
き
に
な
っ
て
い
る
)

ま
た
、
転
入
者
に
よ
る
屋
敷
地
の
購
入
二
件
の
う
ち
、
一
件
は
屋
敷
跡

地
の
購
入
で
昭
和
五
一
年
に
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
万
円
位
、

も
う
一
件
は
家
屋
敷
の
購
入
で
、
昭
和
五
二
年
に
計
二
五

0
平
方
メ
ー
ト

ル
位
を
総
額
三
五

O
万
円
余
で
取
引
し
て
い
る
。
前
者
は
、
集
落
内
の
知

人
、
後
者
は
農
皆
朱
委
員
、
を
各
々
仲
介
に
し
て
い
る
。

な
お
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
中
の
農
地
売
買
あ
っ
せ
ん
事
業
は
、

当
町
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、
当
集
落
の
農
家
八
戸
が
買
い
入
れ
希
望
農

家
と
し
て
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
実
働
し
た
場
面

は
当
集
落
で
は
牛
木
だ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
農
地
転
用
・
混
住
化
の
波
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
着

実
に
こ
の
集
落
を
洗
い
始
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
農
地
の
農
地

と
し
て
の
所
有
権
流
動
性
は
依
然
と
し
て
停
滞
す
る
。
兼
業
農
家
の
兼
業

形
態
の
安
定
化
は
、
農
業
労
働
力
を
弱
化
さ
せ
自
作
困
難
な
農
家
を
生
み

出
す
一
方
で
、
農
地
に
対
す
る
土
地
保
有
性
向
を
強
め
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
貸
借
と
い
ら
ノ
流
動
形
態
が
、
重
要
性
を
増
す
所
以
で
あ
る
。

佐
賀
県
に
お
け
る
農
地
貸
借
と
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
展
開

練
ケ
毘
調
査
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
地
域
の
農
地
貸
借
は
、
残
存
小

作
地
等
の
特
定
・
少
数
例
を
除
け
ば
、
す
べ
て
作
り
あ
げ
と
い
う
闇
小
作

形
態
で
行
な
わ
れ
、
表
面
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
そ
の
結
果
、
セ
ン
サ
ス

等
の
公
式
統
計
で
は
、
そ
れ
ら
は
貸
借
で
は
な
く
、
作
業
受
委
託
に
紛
れ

(
U〉

込
み
、
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
一
、
三
図
は
、
八

O
年
セ
ン
サ
ス
の
稲
全
作
業
請
負
わ

せ
農
家
率
、
と
借
入
農
家
率
と
に
つ
い
て
、
佐
賀
県
全
域
で
の
分
布
状
況
を

図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
図
を
見
比
べ
る
と
、
稲
全
作
業
請
負
わ
せ
農

(司

《
ノ

i
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

O 



稲全作業請負わせ農家率の市町村分布(佐賀県)第 2図

ヘ大

ニ
O
ニ

総農家に対する山林保有農家数割合

の20%ライン(右WJJが20%未満地域)

全作業(ff首~脱殺)請負わせ農家ギ

陸軍 13%以上

図 13-8 ?G 

D 8 -5?~ 

図 5-1%

Eコ1%未i前

佐賀県統計書~.資料[f'J98コ年農林業センサス



借入農家率の市町村分布〔佐賀県〉第日図

iS農家に対する山林f~Hl・農家数'.i.:\J{;の20

F6ライン(イィi閣が20%本山地域)

総農5毛、によJするilt入124'ぶ・+こ

圏 20%以上

医ヨ 20ー15]6

LJ 15-10% 
図 10-5 % 

仁コ 5 %:1;;i尚

注.総農家に対する借入農家率 (Y)の稲全作業請負わせ農家率 (X)との関係

は(標本数49市町村〕

Y=-O.3883XXI6.1211 (R=一0.4の
である.

資料:第 2図と同じ.

ニ
O
三



第 lO表作業料，実勢小作料についての単回帰式(佐賀県市町村単位による〕

!y l x i | 相関 l定数項 標本数
>('，.4.. ..，....，.. ~ *lr h 係数

従属変数名 係数値| 独立変数名 | 

機械作業料金計l.2422 1トラクターオベレータ賃金142，4721 0.4l 

全面作業請負料 0.74041機械作業料金計 1 48，0921 O. 33 

全面作業請負料 0.49021トラ?9ーオペレータ賃金182， 930: O. 03 

全面作業誇負料1l65.945l Il07ーノレ当たり稲収量 1 -4，308 0.44 

実勢小作料 1 l82.5779 IlOアール当たり稲収量 1-47，047j 0.82 

実勢小作料 0.3323 I全面作業請負料 1 24，5641 0.5l 

i実勢小作料 0.04l3 1稲粗収益ー全面作業請負料150，ω210.06 

注(1) 機械作業料金計とは，個人の部分作業請負料の稚首，耕起，代かき，機械

田植，稲刈りから乾燥・調整までを加算した合計値である(佐賀県農業会議

『農業労賃等に関する調査結果一昭和55年一.!l).
(2) 全面作業請負料は個人農家の物材費込み， トラクターオペレ -9賃金は l

日当たりである(資料，向上).

(3) lO a当たり稲収量は昭和54年度，実勢小作料は昭和56年 4月の数値であ

る.

(4) 稲粗収益一全面作業請負料は，昭和54年度lOa当たり稲収量×昭和55年度

稲単価 (60kgl7，940円)一昭和55年度全面作業請負料 で算出した.
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4
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(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

ご

O
四

家
率
と
借
入
農
家
率
と
が
、
お
お
む
ね
対
称
的
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
稲
全
作
業
請
負
わ
せ
農
家
率
は
平
野
に
、
借
入
農
家
率
は
山
間

と
日
本
海
側
の
地
域
に
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
理
・
闘
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
佐
賀
平
坦

に
あ
っ
て
は
、
農
地
貸
借
が
盛
ん
で
あ
っ
て
も
、
練
ケ
里
集
落
で
み
た
よ

う
に
そ
れ
が
作
り
あ
げ
H
闇
小
作
形
態
で
行
な
わ
れ
る
た
め
に
統
計
上
捉

え
ら
れ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
平
野
ほ
ど
稲
作
業
受
託
が
盛
ん
な
た
め
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
制
約
と
な
り
、
作
業
受
委
託
か
ら
貸
借
へ
の
転
化
を
抑

え
る
こ
と
、
で
あ
る
。
た
だ
し
、
練
ケ
呈
集
落
で
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た

実
態
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
。

こ
こ
で
、
稲
全
作
業
受
委
託
と
貸
借
と
の
関
係
を
価
格
面
か
ら
も
う
少

し
言
及
し
て
お
こ
う
(
第

ω表
参
照
)
。
先
の
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

両
者
の
分
布
は
対
称
的
(
相
関
係
数
マ
イ
ナ
ス

0
・
四
八
〉
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
作
業
料
金
の
形
成
要
因
を
み
た
の
が
川

t
附
式
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
個
々
の
部
分
作
業
料
金
を
加
算
し
た
合
計
と
し
て
の
機
械
作
業

料
金
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
賃
金
が
一
定
程
度
(
相
関
係
数
0
・
四
一
。
以

下
同
様
)
影
響
す
る
が
、
全
作
業
請
負
料
に
な
る
と
オ
ペ
レ
ー
タ
賃
金
と

の
関
連
か
希
薄
に
な
る

(
0
・0
三
)
。
む
し
ろ
、
稲
反
収
と
の
相
関

(
0
・

四
因
。
凶
式
〉
が
強
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
同
様
に
稲
反
収
と

の
相
関
の
強
い

(
0
・
八
一
一
。
間
式
)
実
勢
小
作
料
と
軌
を
一
に
し
て
お

り
、
実
際
両
者
は
相
当
に
似
通
っ
た
動
き
方

(
0
・
五
一
。
附
式
)
を
す
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《
ノ
l
ト
》

昭
和
五
O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

ニ
O
六

る
。
実
勢
小
作
料
四

t
五
万
円
、
全
作
業
請
負
料
八

t
九
万
円
、
と
水
準

差
を
も
ち
つ
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
価
格
的
相
関
は
、
残
余

と
し
て
の
小
作
料
と
経
費
と
し
て
の
作
業
料
金
と
い
う
論
理
か
ら
言
え
ば
、

矛
盾
す
る
話
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、
小
作
料
は
、
粗
収
益
か
ら
経
費
と
し

て
の
全
作
業
料
を
差
し
引
い
た
残
差
額
と
相
関
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
実
態
は
閉
式
の
通
り
、
全
く
相
関
が
な
い

(
0
・
0
六
)
。
従
っ
て
、
現
実
の
全
作
業
請
負
料
は
、
単
な
る
経
費
以

上
の
小
作
者
取
分
、
換
言
す
れ
ば
地
代
的
余
剰
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
限
り
で
、
全
作
業
受
委
託
と
貸
借
と
は
、
経
済
的
中
味
と

し
て
は
近
似
し
て
い
る
、
と
も
吉
田
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
両
者
の
分

布
を
対
称
的
に
ま
で
分
け
隔
て
る
も
の
、
そ
れ
は
農
地
所
有
権
の
強
さ
、

そ
の
不
可
侵
性
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

最
後
に
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第

四
図
に
、
期
間
借
地
を
除
く
利
用
権
設
定
水
田
面
積
割
合
を
図
示
し
た
。

第
二
、
三
図
と
見
比
べ
る
と
、
借
入
農
家
率
と
重
複
し
、
稲
全
作
業
請
負

わ
せ
農
家
率
と
は
対
称
的
に
違
っ
た
分
布
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

農
用
地
利
用
増
進
事
業
も
ま
た
、
現
実
の
農
家
の
行
動
を
素
直
に
反
映
し

て
、
農
地
所
有
権
の
弱
い
、
限
界
地
的
農
業
生
産
地
域
に
お
い
て
、
よ
り

広
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
農
用
地
利
用
増
進
事
業
が
、
佐
賀
の

農
業
構
造
の
中
心
部
分
に
食
い
込
む
状
況
に
は
未
だ
な
い
と
一
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

注
(
同
)
賃
貸
借
・
闇
小
作
は
、
借
入
、
貸
借
な
し
、
貸
付
、
作
業
受

委
託
は
全
作
業
・
機
械
作
業
と
部
分
作
業
を
こ
み
に
し
て
(
但

し
、
重
複
す
る
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
、
専
業
・
複
合
経
営
一

戸
は
二
戸
と
し
て
扱
い
)
、
受
託
、
受
委
託
な
し
、
委
託
、
に

各
々
一
ニ
区
分
し
て
計
算
し
た
。
ち
な
み
に
、

2
Z
債
を
記
す
と
、

賃
貸
借
・
慣
小
作
の
場
合
、
耕
地
規
模
別
(
2
χ

値
三
・

O
四。

以
下
同
様
)
、
専
兼
別
(
一
八
・
ニ
ニ
)
、
経
営
形
態
別
(
一
二
・

二
一
)
、
作
業
受
委
託
の
場
合
、
耕
地
規
模
別
(
五
・
九
一
一
)
、

専
兼
別
(
七
・
七
一
二
、
経
営
形
態
別
(
五
・
三
九
)
、
で
あ
っ

た。

(
は
)
八
O
年
セ
ン
サ
旦
で
は
、
当
集
落
は
借
入
耕
地
(
田
)
二
戸

四
0
ア
ー
ル
、
貸
付
耕
地
(
回
)
三
戸
八
七
ア
ー
ル
、
期
間
借

地
一
二
戸
七
二

0
ア
ー
ル
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
貸
借
は
、

残
存
小
作
地
の
賃
貸
借
が
該
当
す
る
。
他
方
、
請
負
わ
せ
た
突

農
家
数
一
一
三
戸
、
請
負
っ
た
実
農
家
数
一
四
戸
、
う
ち
全
作
業

を
請
負
っ
た
農
家
三
戸
二
ハ
六
ア
ー
ル
、
で
あ
る
。
従
ワ
て
、

作
り
あ
げ
は
貸
借
で
は
全
く
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
部
分
は

作
業
受
委
託
で
、
一
部
が
全
作
業
請
負
の
形
態
で
捕
捉
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る

Q

四

結

び

昭
和
五

O
年
時
点
で
、
す
で
に
そ
の
萌
芽
の
み
え
て
い
た
水
田
空
口
化

経
営
は
、
そ
の
後
本
格
的
に
進
展
し
た
。
ま
ず
、
農
業
機
械
化
は
、
四

O



年
代
後
半
に
急
速
に
普
及
し
機
械
化
一
貫
体
系
が
一
応
出
来
上
が
っ
て
い

た
、
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
五

O
年
以
降
機
械
化
は
、
個
人
有
化
が
進
む

と
共
に
、
耕
転
機
の
乗
用
化
・
大
型
化
、
田
植
機
の
二
条
か
ら
四
条
植
へ
、

刈
取
機
の
バ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
自
脱
型
コ
ン
パ
イ
ン
へ
の
切
替
え
、
等
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
一
一
層
大
型
化
・
高
度
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
作
業
能
率
は
向
上
し
、
労
力
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
近
年
に
お
け

る
裏
麦
作
の
復
活
の
背
景
に
も
、
こ
う
し
た
機
械
化
の
進
展
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
は
、
農
家
群
の
二
極
化
を
押
し
進

め
た
。
兼
業
を
深
化
さ
せ
る
農
家
と
、
農
業
で
生
計
を
た
て
よ
う
と
し
て
、

複
合
部
門
(
ぶ
ど
う
・
イ
チ
ゴ
の
施
設
園
芸
が
中
心
)
の
導
入
を
図
る
農

家
と
に
で
あ
る
。
複
合
部
門
を
導
入
し
た
農
家
は
、
米
麦
作
リ
兼
業
農
家

よ
り
比
較
的
世
帯
員
数
の
多
い
農
家
に
み
ら
れ
た
が
、
三
O
歳
未
満
層
で

は
恒
常
勤
務
に
就
職
す
る
の
が
一
般
的
で
、
農
業
に
従
事
す
る
者
は
少
な

い
。
複
合
部
門
の
導
入
は
中
高
年
層
の
雇
用
機
会
の
確
保
に
意
義
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
単
に
練
ケ
里
集
落
の
動
き
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
佐
賀
県
全
般
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

島
d
ス
v

。
他
方
、
農
地
貸
借
も
ま
た
、
五

O
年
以
降
急
増
し
た
。
届
出
を
し
な
い
、

諸
権
利
を
す
べ
て
貸
手
側
が
留
保
す
る
作
り
あ
げ
リ
闇
小
作
と
い
う
形
態

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
収
益
阻
分
は
、
稲
粗
収
量
の
折
半
で
、
標
準
小
作
料

よ
り
ず
っ
と
高
水
準
に
あ
る
が
、
そ
の
か
わ
り
借
手
は
裏
麦
作
収
入
を
全

部
取
得
し
て
い
る
。
機
械
化
の
進
展
が
省
力
化
に
よ
り
稲
作
純
収
益
を
増

加
さ
せ
る
傾
向
を
も
っ
と
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
裏
麦
作
を
復
活
さ
せ
、

両
者
あ
い
ま
っ
て
そ
の
高
小
作
料
水
準
を
支
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と

は
い
え
、
裏
表
作
そ
れ
自
体
に
は
、
未
だ
地
代
形
成
カ
が
あ
る
と
は
言
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
麦
作
の
好
調
さ
が
、
期
間
借
地
を
も
急

増
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
小
作
料
は
、
肥
料
二
俵
を
投
下
し
て
、
耕

起
・
撃
返
し
を
し
て
返
却
す
る
と
相
場
が
固
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

稲
作
の
安
定
・
高
収
益
性
を
基
盤
と
し
て
、
始
め
て
高
地
代
で
利
用
権
を

認
め
ぬ
貸
借
関
係
日
作
り
あ
げ
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
農
地
貸
借
形
態
H

作
り
あ
げ
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
で

き
る
。第

一
に
、
貸
借
は
比
較
的
継
続
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
農
地
売
買
や
作

業
受
委
託
に
比
べ
、
貸
借
ほ
、
他
人
同
志
で
の
や
り
と
り
が
多
い
も
の
の
、

信
頼
関
係
を
前
提
と
す
る
た
め
、
結
果
的
に
な
が
続
き
し
て
い
る
。

第
二
に
、
貸
借
と
属
性
と
の
関
連
で
は
、
耕
地
規
模
に
よ
る
影
響
は
小

さ
く
、
専
兼
・
経
営
形
態
別
の
そ
れ
は
大
き
い
。
貸
借
を
す
る
か
否
か
は
、

農
業
労
働
力
の
質
と
量
に
直
接
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
耕
地
規
模
は

間
接
的
で
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
倍
増
し
た
と
は
い
え
貸
借
面
積
の
絶
対
量
は
未
だ
に
小
さ
く
、

今
後
も
そ
れ
程
急
増
す
る
と
期
待
さ
れ
て
は
い
な
い
。

《
ノ
l
ト
》

昭
和
五
O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

ニ
O
七



《
ノ

I
ト
》

昭
和
五

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

で
あ
る
。

た
し
か
に
、
機
械
化
は
兼
業
深
化
と
複
合
経
営
化
を
促
進
し
、
潜
在
的

な
貸
手
を
増
加
さ
せ
る
し
、
都
市
化
の
波
は
農
地
の
農
地
と
し
て
の
所
有

権
流
動
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
貸
借
は
農
地
の
流
動
形
態

と
し
て
今
後
一
一
層
重
要
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
同
じ
条
件
が
、

貸
借
の
基
盤
を
侵
蝕
し
か
ね
な
い
。
機
械
化
は
、
よ
り
劣
弱
な
労
力
で
も

耕
作
を
維
持
さ
せ
得
る
し
、
都
市
化
の
一
段
の
進
展
は
採
算
を
度
外
視
し

て
も
農
地
を
保
有
す
る
(
貸
さ
ぬ
)
傾
向
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。
貸
借

は
、
こ
の
同
じ
条
件
の
相
反
す
る
二
作
用
の
よ
り
厳
し
い
せ
め
ぎ
あ
い
の

中
で
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
、
こ
う
し
た
貸
借
の
実
情
を
投
影
し
、
実
態

を
捉
え
る
度
合
が
悪
か
っ
た
。
期
間
借
地
は
大
半
届
出
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
通
年
の
水
田
貸
借
に
関
し
て
皆
無
だ
っ
た
。
貸
借
自
体
の
絶
対
量
の

小
さ
さ
と
、
そ
の
貸
借
が
表
面
化
し
な
い
、
と
い
う
こ
重
の
意
味
で
、
土

地
所
有
権
の
壁
は
未
だ
厚
い
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
少
な
く
と
も
貸
借
が
表
面
化
し
な
い
と
い
う
傾
向
は
、
佐

賀
県
に
あ
っ
て
は
平
野
部
の
農
業
生
産
地
域
ほ
ど
よ
り
良
く
当
て
は
ま
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
八

O
年
セ
ン
サ
ス
に
み
る
借
入
農
家

率
は
、
山
聞
と
日
本
海
側
の
地
域
に
多
く
、
稲
全
作
業
請
負
わ
せ
農
家
率

は
佐
賀
平
坦
に
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
実
績
も

ま
た
、
そ
れ
を
投
影
し
て
、
山
間
と
日
本
海
側
に
多
か
っ
た
。
農
用
地
利

用
増
進
事
業
は
未
だ
佐
賀
農
業
の
中
心
部
を
揺
り
動
か
し
て
は
い
な
い
の

二

O
八

〔
追
記
〕

本
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
限
界
は
、
そ
の
制

約
条
件
の
普
遍
性
か
ら
み
て
か
な
り
一
般
化
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
現
実
に
は
多
様
な
地
域
の
実
態
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
佐
賀

で
の
結
論
を
そ
の
ま
ま
全
国
へ
引
き
延
ば
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
当
該
調
査
報
告
で
は
農
用
地
利
用
増
進
事
業
へ

の
届
出
自
体
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
同
事
業
に
も
と
づ
く
農
地
貸
借
の

実
態
自
体
に
は
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
筆
者
と
し
て
も
後
日
別
稿
に
て
言
及
し
た
い
。

そ
の
点
に
関
連
し
て
、
福
岡
県
農
政
部
が
興
味
深
い
資
料
『
農
用
地
利

用
増
進
事
業
に
よ
る
利
用
権
設
定
の
実
態
』
(
昭
和
五
七
年
一
一
月
)
を

刊
行
し
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
二
一
月
現
在
の
集
計
値
で
や
や
古
い
統
計

数
値
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
要
点
が
}
箇
条
書
き
に
す
る
形
で
、
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

山
地
目
別
設
定
割
合
は
、
田
が
九
一
二
%
で
圧
倒
的
に
多
い
。
一
つ
に
は

福
岡
県
の
水
田
率
の
高
さ
に
よ
る
だ
ろ
う
。

凶
関
係
農
家
(
貸
手
と
借
手
の
合
計
)
は
、
総
農
家
数
の
一
0
4
F
に
及

び
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
相
当
に
浸
透
し
て
き
で
い
る
。

側
経
済
地
帯
別
に
利
用
権
設
定
率
(
面
積
ベ

l
ス
)
を
み
る
と
、
農
山



村
で
最
も
高
く
(
一
了
五
%
)
、
平
地
農
村
(
一
・
九
%
)
、
都
市
近
郊

(
一
・
八
%
)
が
そ
れ
に
続
く
。
他
方
、
地
帯
別
に
み
る
と
都
市
部
で

低
く
、
都
市
周
辺
の
兼
業
進
展
地
域
で
高
い
。
全
国
に
比
べ
、
福
岡
県

で
は
都
市
近
郊
で
利
用
権
設
定
が
進
ん
で
い
る
、
と
言
え
る
。

凶
設
定
期
間
別
割
合
で
は
、
六
年
以
上
が
二
九
%
で
全
国
五
二
%
よ
り

は
る
か
に
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
福
岡
県
の
農
家
が
、
こ
の
事
業
に
用

心
深
く
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

同
借
り
受
け
た
農
地
の
利
用
は
、
米
麦
八
四
%
、
野
菜
三
・
五
%
、
飼

料
作
物
三
・
玉
%
、
と
圧
倒
的
に
米
麦
が
多
い
。
ま
た
、
裏
作
麦
の
期

間
借
地
も
地
域
に
よ
っ
て
は
相
当
広
範
に
存
在
し
て
い
る
。

附
一
人
当
た
り
の
貸
付
面
積
は
平
均
三
二
ア
ー
ル
、
一

0
0ア
ー
ル
以

上
の
大
口
貸
し
付
け
に
は
裏
作
の
み
貸
し
付
け
て
い
る
例
が
多
い
。

間
借
手
の
経
営
規
模
は
一
五

0
ア
ー
ル
、
借
り
受
け
面
積
三
八
ア
ー
ル

で
あ
り
、
借
り
受
け
後
の
規
模
は
一
八
八
ア
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
県
平
均
経
営
耕
地
八
七
ア
ー
ル
の
倍
以
上
で
あ
り
、
利
用
増
進
事

業
が
規
模
拡
大
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

同
規
模
拡
大
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
そ
の
中
に
二
つ
の

タ
イ
プ
が
混
じ
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
経
営
規
模
二

O
O
t
三
0
0ア

ー
ル
の
ラ
ン
ク
の
規
模
に
ピ

l
ク
が
く
る
規
模
拡
大
志
向
型
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
五

O
t
一五

0
ア
ー
ル
の
ラ
ン
ク
に
ピ
l
ク
が
く
る
従
来

の
相
対
に
よ
る
貸
借
が
継
続
さ
れ
た
型
で
あ
る
。

《
ノ
l
ト
》

同
間
借
手
の
平
均
年
齢
は
四
八
歳
、
主
な
作
目
は
、
米
麦
作
六
三
%
、
水

稲
+
竺
二
%
、
と
米
麦
中
心
の
経
営
を
営
ん
で
い
る
農
家
が
過
半
を

上
口
め
る
。

(10) 

賃
借
料
の
負
担
方
法
は
、
金
納
八
五
%
、
米
納
二
%
、
役
務
四
%
、

と
金
納
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ
、
最
近
は
金
納
以
外
の
形
態
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。
金
納
の
場
合
、
賃
借
料
の
県
平
均
は
三
二
千
円
だ

が
、
ニ
0
4
T円
以
下
も
二
五
%
存
在
す
る
。
作
目
別
で
は
、
水
稲
平
均

三
七
千
円
、
麦
八
千
円
、
野
菜
三
三
千
円
、
飼
料
作
一
七
千
円
、
果
樹

二
三
千
円
、
と
な
る
。
な
お
、
野
菜
の
場
合
、
一

O
t
ニ
O
千
円
を
中

心
と
し
た
大
き
な
山
の
外
に
、
八

O
t九
O
千
円
を
中
心
と
し
た
小
さ

な
山
が
あ
る
。
後
者
は
ハ
ウ
ス
野
菜
の
賃
借
料
で
あ
る
c

調
査
に
あ
た
っ
て
、
吉
田
直
、
明
石
春
次
、
江
原
竹
利
、
樋
口
昭
、

古
賀
男
、
南
里
正
登
、
永
淵
昭
、
永
淵
司
、
明
石
ユ
キ
エ
、
乗
富
常

己
、
明
石
久
男
(
以
上
練
ケ
里
)
、
野
口
繁
(
牛
津
町
農
協
)
、
岸
川

弘
文
、
官
原
信
隆
(
牛
津
町
役
場
)
、
坂
本
隆
昭
(
佐
賀
県
農
林
郁
)
、

佐
賀
県
農
業
会
議
お
よ
び
香
川
忠
雄
(
福
岡
県
農
政
部
)
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

(
本
稿
ほ
特
別
研
究
「
日
本
農
業
の
構
造
と
展
開
方
向
」
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
)

昭
和
玉

O
年
以
降
に
お
け
る
経
営
複
合
化
と
農
地
流
動
化
の
展
開

ニ
O
九



一一経営複合部門・就業状態一一

農業従事者2)(人) 兼業従事者3)(人〉

男女計 うち男 男女計 うち男 常勤|臨時常勤|臨時

23 21 44 21 1 一(1) 一ー I 1 一(1) ー一

3 (2) 2 (2) 1 3 (2) 2 ー 1(1) 一一
3 (2) 2 (1) ! 3 (2) 2 (1) 1 1 (1) 1 - 1 2 (1)ー
4 (4) 2 (2) 1 4 (4) 2 (2) 1 _!一 一一 ←ー

i i;; 二 ;ii12ij 二
32321((l〕〉 - 2 ー

2 (0) 1 (0) 1 2 (1) 1 (0) ー l l((l〉〉 ー
2 (0) 1 (0) 1 3 (0) 1 (0) 1 _!， 1 (1) 1 2 (1 ー
3 (2) 2 (1) 1 3 (2) 2 一一 2 (ll 1 一 一ー

1 (0) 1 (0) 1 3 (2) 2 (1) 1 1 (1) 一一 ljぢ
3 (1) 2 (1) 1 4 (1) 2 (1) 1 - 1 2 (1) 1 2 (1) 1 1 
2 (2) 1 (]) 1 2 (2) ーー ーー 一一 一一

1 (1) 1 ( 1) I 2 (1) 1 (0) 1 1 (1) ー I1 (1)ー
4(2) 2(1) 13(2) 2(1) 1 一一 1(] 一一 一ー

3(]) 2(]) I 4(0) 2 ー l((l)〕 ー 1(1) 
3 (0) 1 (0) 1 2 (2) ーー 1 (1) 1 ー 一一
3 (2) 2 (2) 1 4 (2) 2 一一 一 一

4 (2) 2 (1) I 1 ( 1)一一一

4 (2l 2 (ll 1 4 (2) 2 一一 1(])12(1)1 
2 (1) 1 (l) I 2 (2) 1 (1) I - I 1 (] 一一 一ー

4(3) 2(2) 14(2) 2(1) 11(1)一一一
3 (2) 1 (]) 1 5 (2) 2 ー-1 2 (1)ー

3 (0) 2 (0) I 3 (3) 2 (2) I - 1 2 (2 ーー 一一

3 (Ol 1 (0) I 3 (2) 1 (J) I 一一 己-2 11iij1申)
3 (0) 1 (0) I 2 (1) 1 (0) I 1 ーー l 一一
o (0) 0 (0) I 2 (0) 1 (0) I 1 (0) I ー l 一一
2(1) 2(1) 12(0) 1(0) 12(])1 - I 2(l)1 

2 211jj1fj 1 1助
4(]) 2(]) 13(3) 2(2) 1 2(1)1 2(1)11(0)1 

2 (0) 1 (0) I 3 (0) 2 (0) I 1 (1) I - I 2 (2) ー
1 (l) 1 (]) I 0 (0) 0 ー 1( 1 ) ー 2(1) 

……@とした.
は含む.

内は男.
月)による.昭和57，58年のうち，経営複合部門，農業機繊については，集落の

旦生産組合〕を基本に若干の聴き取り補充調査を行ない作成.

O 



一一

付表 l 農家総括表(練ヶ旦)

経営複合部門(麦作を除く〕

50 年 57 年

I (a) 1 

① '1 316 Iぶどう 27a ぶどう 27a 
② 280 

争L4) 247 ぶどう 30a
234 ぶどう 21a ぶどう 31a (うちハウス21a) 

⑥ 252 イチゴ12a， 7キ10a，玉ねぎ25a イチゴ30a. 玉ねぎ50a
⑥ 210 ぶどう 35a ぶどう 35a ((うちハウス 15a〕) g 215 - lぶどう h うか、ゥス25a 

245 

195 |ぶどう 30a
192 
230 
215 |イチゴ18a
190 ぶどう 30a
198 
180 ぶどう 25a ぶどう 25a (うちハウ九20a) 

⑫ ⑬ 149 
203 搾乳牛 5頭 イチゴ17a，繁殖牛 2頭， D巴育牛 l頭

⑬ 200 肥育牛 l頭
⑧ 16コ ぶどう 35a ぶどう 35a (うちハウス 17a) 

@ 選191 
162 ぶどう 28a，搾乳牛 4頭 ぶどう 28a 
lヲ3 E巴育牛27頭 E巴育牛48頭，玉ねぎ40a

⑧ 159 ぶどう 30a (((うちハウス 15a) 〕〕
⑮⑧ 160 ぶどう 27a ぶどう 27a うちハウス 12a 

157C35) ぶどう 33a うちハウス 15a 
158 ぶどう 27a 

170 肥育牛II頭，たまねぎお a イチゴ15a 
177 
160 一一 観葉植物心、ウ旦)18 a 
123 
167 

129 

113 
105 
75 
65 !搾乳牛 5頭，H巴育牛 l頭

50 

注(1) 長家番号は，昭和50年調査時による.経営耕地面積の大きい順に従い①

(2) 水田経営蘭積には，樹園地(ぶどう〕は含まないが，イチゴのハウス圃

(3) 兼業従事者の常勤には自営兼業者も含む.

(4) 1) ( )内は小作地. 2) ( )内は農業従事日数150日以上. 3) ( ) 
(5) 出所は，昭和50年についてはすべて農家調査察(総研九州支所・ 50年 12

おもだちに対する聴き取り調査から，就業状態は「農家基本台帳J(練ケ



一一農用機械一一

(台) パインダー(台〕

58年(条) I 50年 (条〉 58年

1 (4) (4) 

(2) 

ljjj 
(3) 

1/ll2(((222〕〉) 
1/2 

(ij 

1/2 (3) 

(2) 
1(2 

(2) 

1/3 

iii (2) 

;jj 

1 (2) 

コソバイ γ(台〕

50年 (条〕 58年 (条〉

(3) 

1/2 (2) 
(((323) 〉) 

(2) 

(3) (2) 

(2) 

lj3jjj 

jijij j 
(2) 

(2) 

1/3 (4) 

(3jij li//23((24) ) 1/3 (4 
(2 

(2) 

1!2 

l/l3((22〕) 

(2) 

月〕による.昭和57，58年については，集落のおもだちに対する聴き取り調査か

ー一一一一



一一一一

付表2 農 家 総 括 表(練ケ旦)

耕怒機(台〉 トラ Pター〈台〉 回植機
農家番号

50年 (馬力)I 58年 58年 (馬力〕 50年(条〉

① 

i(i1i5j 〉

(26) (2) 
② 
③ (26) (2 

④ ⑤ l)2iij (10) l 

⑥ l l (24) l (2) 
⑦ (2) 
⑧ 

⑩ ⑨ (10) 1l//22((2 2 l/12((2 2 

1l(ij 

l 
l 

l 
l 

1/11Il 2 〈ffff2222186633〉1 》) ) 

l 

(10) 

( 9) 
1/2 (2) 

( 8) 

IJ2jjj 

(10) 
l l l 

く(9B〕〉 l((25〕〕
1/3 (26 l/ll2(((222〕) 〉

(20) 

l 
l1//33((2266〉〕

(7.5) 1/3 (26) 1/3 (2) 

@ 

注(1) 農家番号は付表 lと同じ

(2) 出所は，昭和50年についてはすべて農家調査票(総研九州支所・ 50年12

ら作成.
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